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日
中
戦
争
期
の
輸
出
入
リ
ン
ク
制
に
つ
い
て

白

木

沢

旭

児

は
じ
め
に

一
九
三
〇
年
代
、
繊
維
・
雑
貨
な
ど
軽
工
業
品
輸
出
に
よ
り
世
界
市
場
に
進
出
し
た
日
本
は
、「
貿
易
立
国
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
ふ

さ
わ
し
い
輸
出
主
導
型
の
経
済
発
展
を
遂
げ
つ
つ
あ
っ
た
。
し
か
し
、
日
中
戦
争
が
長
期
化
し
、
戦
時
統
制
経
済
が
強
化
さ
れ
る
過
程
に

お
い
て
、
当
初
は
中
国
大
陸
と
の
、
後
に
は
こ
れ
に
東
南
ア
ジ
ア
諸
地
域
を
含
め
た「
東
亜
共
栄
圏
」、「
大
東
亜
共
栄
圏
」（
い
ず
れ
も「
東

亜
ア
ウ
タ
ル
キ
ー
」と
総
称
で
き
る
）と
い
う
き
わ
め
て
閉
鎖
的
な
経
済
ブ
ロ
ッ
ク
構
築
を
志
向
す
る
に
い
た
る
。
し
か
し
、「
貿
易
立
国
」

か
ら
「
東
亜
ア
ウ
タ
ル
キ
ー
」
に
政
策
転
換
す
る
過
程
は
、
政
治
史
に
お
い
て
も
経
済
史
に
お
い
て
も
必
ず
し
も
明
ら
か
に
は
さ
れ
て
い

な
い
。
そ
の
転
換
が
日
中
戦
争
期
（
一
九
三
七
年
〜
一
九
四
一
年
）
に
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

日
中
戦
争
期
に
は
、
外
貨
獲
得
が
至
上
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
限
り
で
「
貿
易
立
国
」
を
続
け
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
た
。
こ
の
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時
期
の
貿
易
に
関
す
る
通
説
と
さ
れ
る
原
朗
説
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

…
す
で
に
戦
時
消
耗
が
開
始
さ
れ
た
段
階
で
、
直
接
軍
需
品
工
業
よ
り
も
そ
の
基
礎
産
業
た
る
金
属
工
業
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
門
の
生

産
力
拡
充
計
画
を
強
行
し
つ
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、
日
本
に
お
け
る
重
工
業
生
産
力
の
低
位
性
と
そ
の
資
本
蓄
積

の
立
遅
れ
に
基
く
も
の
で
あ
り
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
第
二
次
四
ヶ
年
計
画
と
日
本
の
生
産
力
拡
充
四
ヶ
年
計
画
と
は
そ
の
性
格
を

全
く
異
に
す
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
と
り
あ
げ
る
外
貨
不
足
問
題
も
、
単
な
る
国
内
資
源
の
貧
困
の
み
に
基
く
も
の
で
は
な
く
、
軽
工

業
が
外
貨
獲
得
に
よ
っ
て
重
工
業
を
代
位
補
充
し
て
き
た
と
い
う
日
本
に
お
け
る
工
業
発
展
の
構
造
そ
の
も
の
に
究
極
の
根
拠
を

も
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
さ
き
の
生
産
力
拡
充
問
題
と
外
貨
不
足
問
題
と
は
別
の
も
の
で
は

１
）

な
い
。

こ
の
指
摘
自
体
は
的
を
得
た
も
の
な
の
だ
が
、
本
稿
で
問
題
に
し
た
い
の
は
、
同
時
代
の
人
々
が
生
産
力
低
位
、
外
貨
不
足
問
題
に
つ
い

て
、
ど
れ
ほ
ど
の
認
識
が
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
同
時
代
人
に
よ
る
次
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。

以
上
に
よ
つ
て
明
か
な
如
く
、
日
本
の
対
外
貿
易
に
は
軽
工
業
品
、
就
中

なかんずく
衣
料
品
の
輸
出
を
以
つ
て
原
材
料
及
び
機
械
類
の
輸
入
を

補
完
す
る
と
い
ふ
第
一
の
使
命
が
与
へ
ら
れ
、
い
は
ゞ
之
に
よ
つ
て
再
生
産
過
程
が
維
持
せ
ら
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
日
本

の
繊
維
工
業
の
肥
大
性
は
劣
性
な
重
、
化
学
工
業
の
当
然
の
要
請
と
も
云
ひ
得
、
外
国
貿
易
が
基
本
的
再
生
産
構
造
と
深
く
結
び
付

い
て
ゐ
る
事
は
日
本
の
特
殊
性
を
示
す
も
の
に
他
な
ら
ぬ
。
…
農
村
と
の
関
連
に
於
け
る
低
賃
金
機
構
の
存
在
を
武
器
に
比
較
的
劣

位
な
技
術
的
水
準
に
て
可
能
な
繊
維
工
業
に
進
出
し
、
そ
の
繊
維
工
業
品
の
輸
出
に
よ
つ
て
迂
回
的
に
重
工
業
関
係
の
原
料
品
を
獲

得
せ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
の
で

２
）

あ
る
。

戦
後
の
研
究
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
る
日
中
戦
争
期
貿
易
構
造
の
特
質
が
、
き
わ
め
て
的
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
書
き
手
は
特
定
で
き
な

い
が
、
こ
の
記
述
の
注
に
は
、
名
和
統
一
「
日
本
経
済
機
構
分
析
と
現
階
的
課
題
」（『
科
学
主
義
工
業
』
一
九
四
〇
年
一
二
月
）
が
記
さ

日
中
戦
争
期
の
輸
出
入
リ
ン
ク
制
に
つ
い
て
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れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
東
亜
経
済
懇
談
会
事
務
局
に
勤
め
る
者
が
、
名
和
の
議
論
を
読
み
、
そ
れ
を
正
確
に
理
解
し
た
上
で
共
感
を
覚

え
て
書
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
名
和
が
日
本
貿
易
の
三
環
節
論
を
提
示
し
た
の
は
戦
時
期
で
あ
っ
た
し
、
し
か
も
日
本
経
済
の
対
外
依

存
性
の
認
識
は
、
戦
後
講
座
派
の
日
本
資
本
主
義
論
に
受
け
継
が
れ
た
が
、
名
和
当
人
は
、
一
九
四
〇
年
末
に
は
、
対
外
依
存
性
か
ら
の

脱
却
・
東
亜
ア
ウ
タ
ル
キ
ー
経
済
確
立
の
必
要
を
主
張
す
る
に
至
っ
た
こ
と
は
、

３
）

前
稿
で
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
事
例
か
ら
、
日
本
の
対

外
依
存
（
英
米
依
存
）
の
貿
易
構
造
は
、
同
時
代
人
に
あ
る
程
度
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
輸
出

振
興
・
外
貨
獲
得
の
重
要
性
も
理
解
さ
れ
得
た
で
あ
ろ
う
。

本
稿
で
は
、
外
貨
獲
得
の
重
要
性
を
認
識
し
た
後
に
、
そ
の
方
途
と
し
て
輸
出
振
興
策
が
具
体
化
さ
れ
て
い
く
過
程
を
検
証
す
る
こ
と

に
し
た
い
。
そ
の
際
、
外
貨
獲
得
・
輸
出
振
興
策
と
対
英
米
協
調
と
の
関
わ
り
に
留
意
し
た
い
。
と
い
う
の
は
、
外
貨
獲
得
の
た
め
の
輸

出
振
興
策
が
実
行
さ
れ
る
限
り
に
お
い
て
、
ぎ
り
ぎ
り
の
線
で
は
あ
る
が
、
対
英
米
協
調
は
継
続
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
逆
に
言
う

と
、
外
貨
獲
得
・
輸
出
振
興
策
が
放
棄
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
東
亜
ア
ウ
タ
ル
キ
ー
」
構
築
が
正
当
な
路
線
と
し
て
確
立
し
う
る
わ
け

で
あ
る
。
先
述
し
た
「
貿
易
立
国
」
か
ら
「
東
亜
ア
ウ
タ
ル
キ
ー
」
へ
の
転
換
と
い
う
問
題
は
、
対
英
米
協
調
の
放
棄
、
対
英
米
対
決
の

決
断
と
密
接
に
関
わ
り
、
い
わ
ば
太
平
洋
戦
争
の
経
済
的
原
因
を
構
成
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
の
輸
出
振
興
策
の
中
心
を
な
す
も
の

が
輸
出
入
リ
ン
ク
制
で
あ
る
。
輸
入
原
料
に
依
存
し
て
輸
出
商
品
を
製
造
し
て
い
た
羊
毛
・
綿
業
・
人
絹
を
は
じ
め
と
す
る
い
く
つ
か
の

輸
出
品
に
つ
い
て
第
三
国
（
ド
ル
、
ポ
ン
ド
圏
）
へ
の
製
品
輸
出
と
原
料
輸
入
を
リ
ン
ク
さ
せ
て
、
両
者
の
拡
大
均
衡
を
企
図
す
る
商
品

別
リ
ン
ク
制
が
施
行
さ
れ
た
。
以
下
、
第
一
章
で
は
、
輸
出
入
リ
ン
ク
制
の
政
策
立
案
過
程
を
、
第
二
章
で
は
、
そ
の
政
策
効
果
と
終
焉

に
い
た
る
過
程
を
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

北
大
文
学
研
究
科
紀
要
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第
一
章

輸
出
振
興
策
の
形
成

①
一
般
的
輸
出
振
興
策

日
中
戦
争
初
期
の
貿
易
政
策
は
、
い
わ
ゆ
る
準
戦
時
体
制
段
階
か
ら
急
増
す
る
貿
易
収
支
赤
字
に
直
面
し
、
為
替
許
可
制
に
よ
り
輸
入

を
抑
制
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
大
蔵
省
令
第
一
号
（
一
九
三
七
年
一
月
八
日
）
に
よ
り
輸
入
為
替
許
可
制
を
実
施
し
、
同
年
七

月
七
日
に
は
自
由
取
引
の
限
度
を
一
ヶ
月
三
万
円
か
ら
一
〇
〇
〇
円
に
引
き
下
げ
る
措
置
が
と
ら
れ
た
。
輸
入
為
替
許
可
制
に
よ
り
輸
入

を
抑
制
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
確
か
に
一
九
三
八
年
上
半
期
の
入
超
は
約
六
六
〇
〇
万
円
に
減
少
し
、
一
年
を
通
じ
て
約
六
〇
〇
〇
万
円

の
出
超
に
さ
え
な
っ
た
。
だ
が
、
こ
れ
は
輸
出
が
増
加
し
た
か
ら
で
は
な
く
輸
入
が
減
少
し
た
か
ら
で
あ
り
、
輸
入
原
料
の
加
工
貿
易
と

い
う
日
本
の
貿
易
構
造
ゆ
え
の
必
然
的
な
結
果
だ
っ
た
の
で

４
）

あ
る
。

輸
入
為
替
許
可
制
を
基
軸
と
す
る
貿
易
政
策
の
か
か
る
欠
点
を
、
当
時
の
政
府
は
、
い
か
に
認
識
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
、

商
工
大
臣
吉
野
信
次
は
、
三
八
年
一
月
五
日
付
の
新
聞
に
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

即
ち
事
変
下
の
貿
易
政
策
の
目
標
の
第
一
は
必
要
な
る
物
資
の
輸
入
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
る
。
…
事
変
下
の
貿
易
政
策
の
第
二
は

国
際
収
支
を
維
持
改
善
し
輸
入
物
資
の
決
済
に
支
障
な
か
ら
し
む
る
こ
と
で
あ
る
。
…
も
つ
と
も
こ
の
場
合
に
お
い
て
輸
出
品
の
原

料
輸
入
を
抑
制
す
る
に
当
つ
て
は
国
内
消
費
の
節
約
、
代
用
原
料
の
使
用
奨
励
な
ど
を
併
せ
て
行
は
な
い
な
ら
ば
輸
出
を
阻
害
し
却

つ
て
国
際
収
支
を
悪
化
さ
せ
る
危
険
が
あ
る
か
ら
こ
れ
ら
一
連
の
方
策
を
包
括
的
に
採
用
し
て
輸
出
品
の
原
料
確
保
を
計
ら
ね
ば
な

ら
な
い
の
で

５
）

あ
る
。
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こ
の
談
話
に
は
、
原
料
輸
入
を
抑
制
す
る
こ
と
に
よ
り
輸
出
が
阻
害
さ
れ
る
、
と
い
う
認
識
は
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、「
国

内
消
費
の
節
約
、
代
用
原
料
の
使
用
奨
励
」な
ど
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
、
と
の
認
識
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
事
実
、

日
中
戦
争
初
期
か
ら
商
工
省
に
よ
る
代
用
原
料
の
研
究
は
着
手
さ
れ
、
国
内
消
費
の
抑
制
も
実
施
さ
れ
て

６
）

い
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
こ
ろ
吉

野
商
相
の
発
言
に
は
、
後
の
リ
ン
ク
制
に
つ
な
が
る
輸
出
振
興
策
は
ま
だ
み
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

一
方
で
外
務
省
は
、
三
七
年
一
〇
月
時
点
に
お
い
て
、
相
手
国
別
の
貿
易
振
興
方
策
を
ま
と
め
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
ド
イ
ツ
に
つ
い

て
は
ド
イ
ツ
大
使
武
者
小
路
公きん
共とも
の
「
本
邦
対
独
逸
貿
易
振
興
方
策
意
見
」
と
し
て

日
独
貿
易
就
中

なかんずく
本
邦
品
ノ
独
逸
輸
入
ニ
付
テ
ハ
御
承
知
ノ
通
独
逸
品
ノ
対
本
邦
輸
出
実
績
ノ
割
合
ニ
応
シ
総
額
ヲ
決
定
ス
ル
コ
ト

ト
ナ
リ
居
レ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
輸
入
セ
ラ
ル
ヘ
キ
商
品
目
モ
亦
夫
々
割
当
ラ
レ
居
レ
ル
関
係
上
独
逸
為
替
管
理
ノ
現
状
ニ
モ
鑑
ミ
右
割

当
額
ノ
範
囲
ヲ
超
過
シ
許
可
ヲ
取
付
ク
ル
コ
ト
換
言
セ
ハ
現
行
日
独
貿
易
比
率
ヲ
更
ニ
有
利
ニ
改
ム
ル
コ
ト
ハ
至
難
ナ
リ
ト
思
考
セ

ラ

７
）

ル
…

と
、
ド
イ
ツ
側
の
為
替
管
理
の
厳
格
さ
を
根
拠
と
し
て
日
本
側
の
輸
出
増
は
至
難
だ
と
い
う
見
通
し
を
示
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
の
為
替
管

理
は
、
相
手
国
別
に
二
国
間
貿
易
収
支
の
均
衡
を
企
図
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
日
独
貿
易
は
、
日
本
側
が
入
超
・
ド
イ
ツ
側

が
出
超
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
の
為
替
政
策
に
は
寄
与
し
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
時
期
の
為
替
管
理
の
常
道
と
し
て
、
た
と
え
二
国
間
貿
易
収

支
が
自
国
に
有
利
（
出
超
）
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
国
か
ら
の
輸
入
増
を
許
容
す
る
、
と
い
う
例
は
稀
で
あ
っ
た
。
武
者
小
路
大
使

は
、
こ
の
点
は
っ
き
り
と
悲
観
論
を
述
べ
て
い
る
。

ベ
ル
ギ
ー
に
関
し
て
は
ベ
ル
ギ
ー
大
使
来
栖
三
郎
が
次
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。

輸
出
入
関
係
ノ
調
整
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従
来
所
謂
貿
易
振
興
ニ
関
シ
テ
ハ
単
ニ
輸
出
振
興
ヲ
ノ
ミ
考
慮
シ
タ
ル
ガ
如
キ
嫌
ア
ル
モ
今
日
ニ
於
テ
ハ
相
手
国
ヨ
リ
ノ
輸
入
ニ
関

シ
テ
モ
常
ニ
考
慮
ヲ
払
フ
ヲ
要
ス
ベ
ク
従
ツ
テ
過
般
ノ
帯
鉄
関
税
引
上
ノ
如
ク
相
手
国
対
本
邦
輸
出
品
ニ
抑
制
ヲ
加
フ
ル
ガ
如
キ
場

合
ニ
於
テ
ハ
其
ノ
反
動
ト
シ
テ
本
邦
品
ノ
相
手
国
ニ
対
ス
ル
輸
入
ニ
対
シ
多
少
ノ
影
響
ア
ル
ベ
キ
ヲ
予
メ
覚
悟
シ
置
ク
ヲ
要
ス
ル
ト

共
ニ
例
ヘ
バ
軍
需
品
関
係
等
ニ
テ
多
量
ノ
外
国
品
ヲ
輸
入
ス
ル
必
要
ア
ル
場
合
ニ
ハ
事
情
ノ
許
ス
限
リ
之
カ
代
償
ト
シ
テ
本
邦
品
ノ

輸
出
増
進
ヲ
求
メ
得
ル
ガ
如
キ
方
面
ヨ
リ
之
ヲ
輸
入
ス
ル
等
ノ
工
作
ヲ
モ
考
ヘ
置
ク
ヲ
要
ス

８
）

ベ
シ
。

来
栖
三
郎
は
、
ベ
ル
ギ
ー
大
使
着
任
前
は
外
務
省
通
商
局
長
（
一
九
三
二
年
一
一
月
〜
一
九
三
六
年

９
）

四
月
）
で
あ
り
、
世
界
恐
慌
後
の
管

理
貿
易
・
経
済
ブ
ロ
ッ
ク
化
に
対
応
し
て
き
た
実
績
を
有
す
る
人
物
で
あ
る
。
こ
の
資
料
も
二
国
間
貿
易
収
支
の
均
衡
を
重
視
す
る
立
場

か
ら
書
か
れ
て
お
り
、
し
か
も
、
後
半
で
は
、
軍
需
品
輸
入
の
際
に
も
求
償
的
（
バ
ー
タ
ー
）
に
日
本
品
の
輸
出
増
を
受
け
入
れ
る
可
能

性
が
高
い
国
か
ら
軍
需
品
を
輸
入
せ
よ
、
と
い
う
主
張
と
な
っ
て
い
る
。
物
資
動
員
計
画
（
物
動
）
に
よ
り
軍
需
品
や
原
料
輸
入
が
計
画

的
に
行
わ
れ
る
日
中
戦
争
期
に
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
来
栖
の
認
識
は
、
き
わ
め
て
「
平
時
的
」
で
あ
る
。
軍
部
や
企
画
院
と
外
務
省
と

の
、
こ
の
時
点
に
お
け
る
戦
時
経
済
に
対
す
る
認
識
の
差
異
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
、
戦
時
経
済
に
必
ず
し
も
適
応
し
な
い
、
い
わ
ば
「
平
時
経
済
」
的
な
貿
易
政
策
論
は
、
外
務
省
通
商
局
が
公
刊
し
て
い

る
文
献
に
も
如
実
に
表
れ
て
い
る
。
一
九
三
八
年
一
二
月
刊
行
の
『
昭
和
十
三
年
版
各
国
通
商
の
動
向
と
日
本
』
に
は

日
本
は
互
恵
的
に
相
手
国
の
正
当
な
要
求
に
は
出
来
得
る
限
り
副
ふ
に
吝
か
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
而
し
て
之
に
依
つ
て
双
方
の
貿

易
額
が
増
嵩
を
見
る
こ
と
を
窮
極
の
目
的
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
斯
か
る
次
第
で
あ
る
か
ら
日
本
に
於
て
も
原
料
の
輸
入
先
を
必
要
に

応
じ
て
他
に
転
換
す
る
を
要
し
、「
ギ
ヴ
・
ア
ン
ド
・
テ
ー
ク
」
の
原
則
に
基
い
て
我
が
輸
出
入
先
の
食
違
を
互
恵
的
立
場
に
立
つ
て

調
整
し
、
輸
出
入
の
増
加
を
計
る
の
必
要
を
生
じ
て
来
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
従
来
求
償
主
義
に
基
く
相
手
国
産
品
の
買
付
増
加
は
、
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自
発
的
に
日
本
の
輸
出
組
合
等
の
手
に
依
つ
て
も
実
施
さ
れ
て
来
た
。
…
然
し
政
府
は
更
に
一
歩
を
進
め
日
本
と
相
手
国
と
の
通
商

促
進
措
置
の
実
行
を
当
業
者
団
体
の
措
置
に
の
み
任
せ
ず
、
当
事
国
政
府
間
に
貨
物
の
自
由
流
通
促
進
の
基
調
に
立
ち
而
も
両
当
事

国
の
通
商
関
係
を
互
恵
的
に
増
進
す
る
為
の
通
商
取とり
極きめ
或
は
貿
易
協
定
を
締
結
し
、
以
て
日
本
が
格
守
す
る
通
商
自
由
主
義
と
通
商

互
恵
主
義
と
を
現
実
化
し
や
う
と
す
る
意
図
を
有
す
る
の
で
あ
つ
て
、
之
に
依
り
漸
次
世
界
各
国
の
経
済
的
武
装
傾
向
を
緩
和
し
自

由
通
商
主
義
へ
の
復
帰
を
促
さ
う
と
す
る
決
意
が
有
る
の
で

10
）

あ
る
。

と
、
一
九
三
〇
年
代
前
半
か
ら
繰
り
返
し
主
張
し
て
い
た
、
世
界
を
自
由
通
商
主
義
へ
復
帰
さ
せ
る
こ
と
が
目
標
と
し
て
掲
げ
ら
れ
、
そ

の
た
め
に
現
状
に
お
い
て
は
通
商
互
恵
主
義
を
と
り
、
二
国
間
貿
易
の
増
進
に
務
め
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
は
政
府
の
通
商
取
極
・
貿
易

協
定
を
締
結
す
る
、
と
の
主
張
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
中
ほ
ど
に
出
て
く
る
「
我
が
輸
出
入
先
の
食
違
を
…
調
整
」
と
は
、
日

本
が
原
料
・
機
械
な
ど
の
輸
入
を
依
存
す
る
国
は
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
英
領
イ
ン
ド
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
な
ど
少
数
の
国
に

限
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
か
ら
は
巨
額
の
入
超
を
計
上
し
て
い
る
の
に
対
し
、
日
本
が
工
業
製
品
（
主
と
し
て
繊
維
、
雑
貨
な
ど
軽
工
業

品
）
を
輸
出
す
る
相
手
は
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
中
南
米
な
ど
の
多
数
の
発
展
途
上
国
・
植
民
地
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
国
と
の
二
国
間
貿

易
収
支
は
日
本
側
出
超
と
な
り
、
そ
れ
が
食
い
違
っ
て
い
る
と
い
う
の
で

11
）

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
調
整
の
方
向
と
し
て
は
、
日
本
が
入
超

と
な
っ
て
い
る
国
に
日
本
品
輸
出
を
促
進
し
、
日
本
が
出
超
と
な
っ
て
い
る
国
か
ら
の
輸
入
を
増
や
す
、
た
と
え
ば
綿
花
は
ア
メ
リ
カ
か

ら
の
輸
入
に
集
中
し
す
ぎ
て
い
る
の
で
、
日
本
品
を
輸
入
し
て
い
る
他
の
多
数
の
国
々
か
ら
分
散
し
て
輸
入
す
る
べ
き
だ
、
と
の
立
場
な

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
や
は
り
物
動
や
生
産
力
拡
充
（
生
拡
）
と
い
う
課
題
か
ら
み
る
と
、
迂
遠
な
方
法
で
あ
り
、
換
言
す
れ
ば
商
品
・

資
源
本
位
に
貿
易
を
考
え
る
の
で
は
な
く
、
二
国
間
貿
易
・
外
交
関
係
本
位
に
貿
易
を
考
え
る
立
場
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
日
中
戦
争
初
期
に
お
い
て
、
吉
野
商
相
、
外
務
省
と
も
に
戦
時
経
済
に
適
合
し
た
新
た
な
貿
易
政
策
は
持
ち
合
わ
せ
て
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い
な
か
っ
た
、
と
評
価
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

②
義
務
輸
出
制
の
提
案

通
説
で
は
、
輸
入
為
替
許
可
制
に
よ
る
輸
入
抑
制
策
が
輸
出
振
興
策
に
転
換
す
る
契
機
は
、
一
九
三
八
年
五
月
の
近
衛
内
閣
改
造
・
池

田
成
彬
大
蔵
・
商
工
大
臣
の
登
場
に
よ
る
と
さ
れ
て

12
）

い
る
。
そ
こ
で
、
積
極
的
な
輸
出
振
興
策
の
形
成
過
程
を
検
証
し
て
み
よ
う
。
そ
も

そ
も
リ
ン
ク
制
実
施
そ
れ
自
体
は
、
吉
野
信
次
商
相
時
代
（
一
九
三
七
年
五
月
〜
一
九
三
八
年
五
月
）
の
こ
と
で
あ
る
。
池
田
蔵
商
相
の

登
場
以
前
に
石
鹼
（
一
九
三
七
年
一
〇
月
）、
ブ
ラ
シ
（
一
九
三
八
年
一
月
）、
羊
毛
（
一
九
三
八
年
三
月
）、
綿
布
（
団
体
リ
ン
ク
）（
一

九
三
八
年
四
月
）、
フ
ェ
ル
ト
帽
子
（
一
九
三
八
年
五
月
）
の
リ
ン
ク
制
が
実
施
さ

13
）

れ
た
。
し
か
し
、
吉
野
商
相
自
身
は
、
先
に
紹
介
し
た

三
八
年
一
月
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
リ
ン
ク
制
を
重
要
視
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
民
間
の
業
者
か
ら
リ
ン

ク
制
に
該
当
す
る
し
く
み
が
提
唱
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
林
荘
太
郎
（
兼
松
商
店
取
締
役
）
の
発
言
の
な
か
に

そ
れ
か
ら
羊
毛
を
輸
入
す
る
上
に
お
い
て
輸
出
原
料
に
は
特
別
の
考
慮
を
払
つ
て
や
ら
う
と
い
ふ
こ
と
は
こ
れ
は
も
と
よ
り
輸
出
振

興
上
非
常
に
よ
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
場
合
に
ど
う
す
る
か
と
い
ふ
方
法
が
非
常
に
疑
問
に
な
つ
て
ゐ
る
。
さ
き
ほ
ど
承
れ

ば
棉
花
を
輸
入
し
た
際
に
統
制
を
、
輸
出
に
対
し
て
は
奨
励
を
し
よ
う
と
い
ふ
こ
と
も
一
つ
の
方
法
で
あ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
が
、
最

近
大
阪
の
方
で
一
寸
聞
き
ま
す
の
に
輸
出
を
す
る
上
に
お
い
て
先
づ
現
在
持
つ
て
ゐ
る
ス
ト
ツ
ク
を
も
つ
て
輸
出
の
契
約
を
な
し
、

そ
の
契
約
書
を
証
明
と
し
て
税
関
か
ら
積
出
し
た
場
合
に
は
そ
れ
だ
け
の
も
の
を
輸
入
す
る
と
い
ふ
方
法
を
採
つ
た
ら
ど
う
だ
ら
う

か
と
い
ふ
こ
と
が
当
業
者
の
問
題
に
な
つ
て

14
）

ゐ
る
。
…

と
リ
ン
ク
制
の
原
型
が
み
ら
れ
る
。
実
際
、
話
題
と
な
っ
て
い
る
羊
毛
に
つ
い
て
は
、
商
工
省
内
に
お
い
て
三
八
年
一
〇
月
に
注
目
す
べ
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き
文
書
が
作
成
さ
れ
て
い
た
。

「
昭
和
十
三
年
度
（
自
昭
和
十
二
年
九
月
一
日
至
昭
和
十
三
年
八
月
末
日
）
ニ
於
ケ
ル
羊
毛
ノ
輸
入
方
針
ニ
関
ス
ル
件
（
一
二
、
一
〇
、

九
）」

一
、
国
内
民
需
向
製
品
ニ
充
ツ
ル
為
三
十
三
万
五
千
俵
ノ
輸
入
ヲ
認
ム
ル
コ
ト

右
数
量
ノ
内
十
五
万
俵
（
約
四
千
五
百
万
円
見
当
）
ヲ
限
リ
本
年
十
二
月
末
日
迄
ニ
買
付
ク
ル
コ
ト
ト
シ
其
ノ
買
付
先
別
数
量

ハ
豪
州
十
三
万
五
千
俵
、
南
阿
一
万
五
千
俵
ト
ス
ル
コ
ト

来
年
一
月
以
降
買
付
ク
ベ
キ
十
八
万
五
千
俵
ノ
買
付
先
別
数
量
ハ
追
テ
考
究
ノ
上
決
定
ス
ル
コ
ト

二
、
輸
出
向
製
品
ニ
充
ツ
ル
羊
毛
ハ
別
記
細
則
ニ
依
リ
製
品
輸
出
ノ
実
績
ニ
応
ジ
之
ガ
輸
入
ヲ
認
ム
ル
コ
ト

右
数
量
ノ
内
本
年
十
二
月
末
日
迄
ノ
買
付
量
ハ
約
五
万
俵
ト
シ
右
ハ
豪
州
ヨ
リ
買
付
ク
ル
コ
ト
ト
ス
ル
コ
ト

来
年
一
月
以
降
ノ
買
付
先
別
数
量
ハ
追
テ
考
究
ノ
上
決
定
ス
ル
コ
ト

（
中
略
）

七
、
輸
出
向
製
品
ニ
充
ツ
ル
羊
毛
ニ
付
テ
ハ
別
記
細
則
ニ
依
リ
輸
出
セ
ラ
レ
タ
ル
羊
毛
製
品
ニ
含
マ
ル
ル
原
糸
若
ハ
輸
出
セ
ラ
レ
タ

ル
「
ト
ッ
プ
」
及
毛
糸
ヲ
生
産
シ
タ
ル
者
ニ
対
シ
割
当
ツ
ル

15
）

コ
ト

先
に
ふ
れ
た
林
荘
太
郎
の
指
摘
が
一
〇
月
九
日
付
の
文
書
を
指
す
の
か
否
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
の
時
期
に
民
間
お
よ
び
商
工
省
内
に

お
い
て
羊
毛
リ
ン
ク
制
の
原
型
が
議
論
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

日
本
経
済
連
盟
会
は
一
二
月
二
一
日
、
日
本
工
業
倶
楽
部
に
て
繊
維
工
業
の
消
費
節
約
に
関
す
る
専
門
委
員
会
を
開
催
し
、
緊
急
対
策

と
し
て
、「
綿
製
品
、
羊
毛
製
品
お
よ
び
麻
製
品
の
如
き
重
要
輸
出
品
に
つ
い
て
は
国
際
貸
借
を
維
持
改
善
す
べ
き
大
局
の
見
地
よ
り
は
そ
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の
輸
出
の
維
持
増
進
を
は
か
る
を
も
つ
て
第
一
義
と
す
べ
き
を
も
つ
て
、
棉
花
、
羊
毛
お
よ
び
麻
の
輸
入
抑
制
に
つ
い
て
は
国
内
に
お
い

て
消
費
を
節
約
し
得
る
程
度
を
も
つ
て
限
度
と
し
輸
出
品
の
原
料
品
た
る
べ
き
棉
花
、
羊
毛
お
よ
び
麻
は
輸
出
可
能
の
見
込
み
に
応
じ
て

輸
入
し
得
る
こ
と
ゝ
す
る
こ
と
」
と
す
る
提
言
を
ま
と
め
て

16
）

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
民
間
お
よ
び
商
工
省
内
で
は
、
リ
ン
ク
制
に
該
当
す

る
よ
う
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
、
三
七
年
中
に
は
形
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
石
原
莞
爾
の
肝
煎
り
で
結
成
さ
れ
た
日
満
財
政
経
済
研
究
会
は
、
三
八
年
二
月
に
「
輸
出
振
興
計
画
案
」
を
作
成
し
て
い
る
が
、

そ
の
な
か
で

（
六
）
義
務
輸
出
制
ノ
採
用

原
料
ノ
輸
入
制
限
ノ
結
果
輸
出
ヲ
阻
害
シ
オ
ル
ノ
実
情
ニ
鑑
ミ
、
原
料
品
ノ
輸
入
ト
輸
出
ト
ヲ
リ
ン
ク
セ
シ
ム
ル
所
ノ
義
務
輸
出
制

ヲ
採
用
ス
。

（
イ
）
本
制
度
ヲ
採
用
ス
ル
商
品
ハ
、
棉
花
ト
綿
糸
布
、
羊
毛
ト
毛
糸
、
毛
織
物
、
ト
ス
ル
コ
ト
。

（
ロ
）
生
産
者
ニ
若
干
程
度
ノ
原
料
ヲ
常
備
セ
シ
メ
、
製
品
カ
輸
出
サ
ル
ル
都
度
、
所
要
数
量
ノ
原
料
輸
入
ヲ
許
可
ス
ル
コ
ト
。

（
ハ
）
輸
出
向
製
品
ハ
国
内
市
場
ニ
売
捌
ク
事
ヲ
禁
止
ス
ル
コ
ト
。

（
ニ
）
之
カ
実
際
取
扱
ハ
輸
出
組
合
及
輸
入
組
合
ノ
自
治
的
統
制
ノ
形
式
ヲ
採
用
ス
ル

17
）

コ
ト
。

と
義
務
輸
出
制
と
い
う
名
称
で
、
ほ
ぼ
リ
ン
ク
制
に
該
当
す
る
プ
ラ
ン
を
明
記
し
て
い
る
。
輸
出
組
合
等
に
よ
る
自
治
的
統
制
に
よ
る
も

の
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
後
に
実
現
す
る
団
体
リ
ン
ク
制
に
該
当
す
る
も
の
と
み
な
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
こ
の
「
輸
出

振
興
計
画
案
」の
掲
げ
る
三
九
年
目
標
数
値
は
、
三
七
年
の
実
績
に
対
し
輸
出
合
計
で
約
一

三
倍
と
い
う
き
わ
め
て
楽
観
的
な
見
通
し
に

な
っ
て
い
た
。
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日
本
経
済
連
盟
会
も
、
三
八
年
三
月
に
「（
二
）
輸
入
原
料
に
依
存
す
る
主
要
工
業
に
対
す
る
方
策
」
の
な
か
で
「
製
品
の
輸
出
に
関
し

て
は
各
工
業
別
に
一
定
数
量
を
義
務
的
に
輸
出
せ
し
む
る
主
旨
に
よ
り
原
料
の
年
間
所
要
数
量
を
過
去
の
輸
出
数
量
の
実
績
に
本
づ
き
推

定
し
…
当
該
工
業
に
必
要
な
る
原
料
の
基
本
数
量
を
定
む
る
こ
と
」と
義
務
輸
出
制
と
同
内
容
の
提
案
を
行
い
、「
前
項
の
輸
入
許
可
お
よ

び
為
替
許
可
に
関
す
る
当
該
工
業
内
部
の
処
理
に
つ
き
て
は
製
造
業
者
、
加
工
業
者
、
原
料
輸
入
業
者
、
製
品
輸
出
業
者
を
網
羅
す
る
統

制
団
体
を
結
成
せ
し
め
自
治
的
に
処
理
せ
し
む
る
こ
と
」
と
、
団
体
リ
ン
ク
制
の
考
え
方
を
示
し
て

18
）

い
た
。

こ
の
よ
う
に
、
池
田
蔵
商
相
の
登
場
以
前
に
リ
ン
ク
制
は
実
施
さ
れ
て
い
た
し
、
民
間
か
ら
は
リ
ン
ク
制
（
義
務
輸
出
制
）
を
綿
花
・

羊
毛
な
ど
主
要
商
品
に
広
げ
て
い
く
こ
と
、
そ
の
方
法
と
し
て
輸
出
組
合
あ
る
い
は
新
た
な
統
制
団
体
に
よ
る
自
治
的
統
制
を
採
用
す
る

こ
と
が
提
言
さ
れ
て
い
た
。
大
蔵
省
の
管
轄
す
る
輸
入
為
替
許
可
制
の
み
で
は
、
輸
出
の
減
退
に
つ
な
が
る
、
と
い
う
認
識
は
広
く
共
有

さ
れ
て
お
り
、
輸
出
増
大
を
も
た
ら
す
た
め
の
新
た
な
制
度
が
模
索
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

③
個
人
求
償
制
案
か
ら
組
合
求
償
制
案
へ

こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
義
務
輸
出
制
は
、
輸
出
組
合
な
ど
の
団
体
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
三
八
年
四
月
以
降
に

新
た
な
方
式
と
し
て
個
人
求
償
制
な
る
も
の
が
提
唱
さ
れ
る
。
四
月
九
日
、
吉
野
商
相
が
、
日
本
経
済
連
盟
会
、
輸
出
組
合
中
央
会
、
工

業
組
合
中
央
会
、
商
業
組
合
中
央
会
、
日
本
貿
易
協
会
の
五
団
体
役
員
を
招
き
、
貿
易
振
興
策
に
つ
き
協
議
し
た
結
果
、
五
団
体
が
輸
出

振
興
合
同
委
員
会
を
組
織
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と

19
）

い
う
。
同
じ
記
事
に
東
京
商
工
会
議
所
が
輸
入
確
保
策
と
積
極
的
輸
出
促
進
策
を
検

討
し
て
き
た
結
果
、
建
議
案
を
ま
と
め
た
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。
建
議
案
は

個
人
的
求
償
制
度
を
採
用
す
る
こ
と
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一
、
輸
出
し
た
る
者
に
輸
入
権
を
与
へ
る
こ
と
、
但
し
、
過
去
相
当
年
間
輸
入
の
み
に
従
事
せ
る
業
者
に
対
し
て
は
別
に
あ
る
程
度

の
考
慮
を
払
う
こ
と

二
、
主
要
輸
出
品
と
重
要
輸
入
品
と
を
リ
ン
ク
せ
し
め
こ
れ
を
本
制
度
の
適
用
外
に
置
く
こ
と
を
得
る
も
の
と
す
る
こ
と
、軍
需
品
、

輸
入
禁
制
品
に
対
し
て
は
本
制
度
を
運
用
せ
ざ
る
こ
と

三
、
一
の
輸
入
権
は
輸
入
商
品
の
性
質
（
例
へ
ば
工
業
原
料
た
る
か
或
は
不
急
物
資
た
る
か
な
ど
の
如
く
）
に
応
じ
輸
出
金
額
に
対

し
比
率
を
定
め
賦
与
す
る
こ
と
、
前
項
の
比
率
は
国
内
物
資
の
需
給
状
態
に
応
じ
随
時
増
減
調
整
を
な
す
も
の
と
す
る
こ

20
）

と
…

こ
の
「
個
人
的
求
償
制
度
」
で
は
、
輸
出
し
た
者
（
お
そ
ら
く
輸
出
商
、
商
社
）
に
「
輸
入
権
」
が
与
え
ら
れ
る
。
後
に
具
体
化
さ
れ
る

綜
合
リ
ン
ク
制
、
個
人
リ
ン
ク
制
の
魁
と
な
る
ア
イ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。
た
だ
し
、
主
要
輸
出
品
、
重
要
輸
入
品
、
軍
需
品
は
「
個
人
的
求

償
制
度
」
の
適
用
外
と
す
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
主
要
輸
出
品
な
ど
は
商
品
別
リ
ン
ク
制
を
実
施
し
、
そ
の
他
の
商
品
に
つ
い
て

こ
れ
を
実
施
す
る
、
と
い
う
考
え
方
ら
し
い
。
輸
出
振
興
を
図
る
た
め
に
輸
出
商
、
商
社
の
才
覚
に
よ
る
輸
出
増
加
が
輸
入
権
付
与
を
経

て
次
の
輸
出
を
可
能
に
す
る
、
と
い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
り
輸
出
を
拡
大
基
調
に
転
じ
さ
せ
よ
う
と
す
る
ね
ら
い
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
個

人
（
輸
出
商
・
商
社
）
を
主
体
に
考
え
た
輸
出
振
興
策
と
し
て
画
期
的
な
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
個
人
求
償
制
に
は
反
対
意
見
が
出
さ
れ
た
。
ま
ず
、
吉
野
商
相
は
、
四
月
一
二
日
、「
個
人
求
償
制
は
す
で
に
イ
タ
リ
ー
に

お
い
て
試
験
さ
れ
た
が
徒
ら
に
プ
レ
ミ
ア
ム
稼
ぎ
の
弊
を
生
ず
る
だ
け
で
問
題
に
な
ら
ぬ
こ
と
が
明
か
で
あ
る
。
一
方
輸
入
を
輸
出
に
リ

ン
ク
す
る
案
に
対
し
個
人
求
償
的
な
点
を
非
難
す
る
向
き
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
全
く
誤
解
で
こ
の
リ
ン
ク
案
は
業
者
全
体
か
ら
見
た
も
の

で
決
し
て
個
人
的
な
も
の
で
は
な
い
」
と
語

21
）

っ
た
。
個
人
求
償
制
導
入
に
反
対
し
、
商
品
別
リ
ン
ク
制
に
つ
い
て
は
団
体
リ
ン
ク
だ
か
ら

よ
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
プ
レ
ミ
ア
ム
が
生
ず
る
、
と
い
う
点
は
個
人
求
償
制
推
進
派
と
み
ら
れ
る
田
中
完
三
（
三
菱
商
事
）
が
「
輸
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入
権
は
他
人
に
譲
渡
出
来
る
や
う
に
し
て
置
く
べ
き
も
の
で
あ
る
。
場
合
に
依
つ
た
ら
、
そ
こ
へ
プ
レ
ミ
ア
ム
が
生
ず
る
か
も
知

22
）

れ
ぬ
」

と
肯
定
し
て
い
た
。
し
か
し
、
同
じ
民
間
で
も
大
阪
商
工
会
議
所
は
、
四
月
二
七
日
、
個
人
的
求
償
制
度
に
対
し
「
右
制
度
は
一
般
に
貿

易
組
合
、
工
業
組
合
な
ど
に
よ
る
統
制
を
破
壊
す
る
結
果
、
大
企
業
の
み
を
利
益
し
中
小
貿
易
業
者
な
ら
び
に
製
造
業
者
に
甚
だ
し
き
打

撃
を
与
ふ
る
も
の
な
り
と
の
点
を
主
と
し
て
右
制
度
に
反
対
の
意
向
を
表

23
）

し
て
」
い
た
の
で
あ
る
。

吉
野
商
相
の
輸
出
振
興
策
に
つ
い
て
の
諮
問
を
受
け
て
い
た
五
団
体
は
、五
月
三
〇
日
に
で
き
あ
が
っ
た
答
申
案
を
商
相
に
提
出
し
た
。

そ
の
な
か
に

組
合
を
通
じ
て
輸
出
入
を
リ
ン
ク
す
る
こ
と

輸
出
業
者
が
輸
出
を
な
し
た
る
時
は
所
属
輸
出
組
合
に
届
け
出
で
組
合
は
こ
れ
ら
の
輸
出
量
額
を
総
括
し
て
中
央
機
関
に
提
示
し
該

機
関
は
こ
れ
に
本もと
づ
き
輸
入
量
額
を
輸
入
組
合
に
割
当
て
輸
入
組
合
は
さ
ら
に
こ
れ
を
適
宜
所
属
組
合
員
に
配
分
す
る
こ
と
、
但
し

下
記
第
五
項
お
よ
び
第
六
項
の
場
合
は
こ
れ
を
除
く

24
）

こ
と
。

資
料
中
の
第
五
項
は
商
品
別
リ
ン
ク
制
、
第
六
項
は
相
手
国
と
の
求
償
協
定
が
あ
る
場
合
で
あ
る
。
民
間
五
団
体
の
答
申
は
、
輸
出
組
合
・

輸
入
組
合
を
中
心
と
し
た
組
合
求
償
制
と
で
も
よ
ぶ
べ
き
も
の
で
、
こ
の
場
合
、
輸
出
商
と
輸
入
商
は
別
人
か
つ
別
組
合
の
構
成
員
で
あ

る
か
ら
、
個
人
求
償
制
（
輸
出
し
た
者
が
輸
入
権
を
も
つ
）
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
思
想
に
基
づ
い
て
い
る
。
実
は
、
こ
の
直
前
に
日
本

商
工
会
議
所
が
自
ら
の
貿
易
振
興
方
策
を
ま
と
め
商
相
に
提
出
す
る
と
と
も
に
五
団
体
の
懇
談
会
に
参
考
案
と
し
て
提
出
し
て
い
た
の
だ

が
、
そ
の
骨
子
が
輸
出
組
合
・
輸
入
組
合
に
よ
る
組
合
求
償
制
な
の
で

25
）

あ
る
。
日
本
商
工
会
議
所
が
成
案
を
ま
と
め
る
に
際
し
て
、
東
京

商
工
会
議
所
は
個
人
求
償
制
を
提
起
し
大
阪
商
工
会
議
所
は
そ
れ
に
反
対
し
「
組
合
求
償
制
案
」
を
作
成
、
日
本
商
工
会
議
所
と
し
て
は

後
者
を
採
用
す
る
旨
が
報
じ
ら
れ
て

26
）

い
る
。
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商
工
省
は
、
五
月
十
九
日
時
点
（
池
田
蔵
相
商
の
登
場
は
五
月
二
六
日
）
で
次
の
よ
う
な
検
討
状
況
で
あ
っ
た
。

…
現
在
既
ニ
商
品
別
ニ
製
品
輸
出
ト
原
料
輸
入
ト
ヲ
聯
繫
セ
シ
ム
ル
政
策
ヲ
相
当
進
メ
テ
居
リ
マ
ス
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
爾
余
ノ
商
品
ニ
付

キ
マ
シ
テ
モ
可
及
的
ニ
本
制
度
ヲ
拡
充
セ
ン
ト
ス
ル
意
図
ノ
モ
ト
ニ
鋭
意
研
究
ヲ
進
メ
テ
居
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
輸
出
振
興
ノ
一
日

モ
忽
ニ
ス
ル
コ
ト
ノ
出
来
ナ
イ
ノ
ニ
鑑
ミ
マ
シ
テ
商
品
別
「
リ
ン
ク
」
制
度
以
外
ニ
全
面
的
ナ
輸
出
輸
入
ノ
「
リ
ン
ク
」
制
度
ニ
ツ

イ
テ
モ
亦
目
下
鋭
意
考
究
ヲ
進
メ
テ
居
ル
ノ
デ
ア
リ

27
）

マ
ス
。

商
品
別
リ
ン
ク
制
度
以
外
の
全
面
的
な
輸
出
入
の
リ
ン
ク
制
に
あ
た
る
の
が
、
民
間
五
団
体
（
日
本
商
工
会
議
所
案
も
含
む
）
に
よ
る
組

合
求
償
制
案
な
の
か
、
少
数
意
見
に
と
ど
ま
っ
た
東
京
商
工
会
議
所
の
個
人
求
償
制
案
な
の
か
は
、
こ
の
資
料
か
ら
は
わ
か
ら
な
い
。
と

も
あ
れ
、
吉
野
商
相
期
に
、
商
品
別
リ
ン
ク
制
は
既
定
の
路
線
で
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
、
全
面
的
な
リ
ン
ク
制
が
検
討
さ
れ
て
い
た
こ
と
、

そ
し
て
、
民
間
の
多
数
意
見
は
個
人
求
償
制
で
は
な
く
組
合
求
償
制
で
あ
っ
た
こ
と
、
吉
野
商
相
も
個
人
求
償
制
に
は
反
対
で
あ
っ
た
こ

と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

④
綜
合
リ
ン
ク
制
構
想

綜
合
リ
ン
ク
制
の
名
称
を
最
初
に
用
い
た
の
は
個
人
求
償
制
に
反
対
し
て
い
た
大
阪
商
工
会
議
所
で
あ
っ
た
。
五
月
一
六
日
に
開
か
れ

た
大
阪
商
工
会
議
所
貿
易
部
会
に
お
い
て
、
そ
の
時
点
で
の
日
本
商
工
会
議
所
貿
易
対
策
委
員
会
作
成
の
案（
実
は
東
京
商
工
会
議
所
案
）

は
個
人
求
償
制
を
骨
子
と
し
て
い
て
反
対
で
あ
る
旨
を
確
認
し
た
上
で
、「
輸
出
、
輸
入
、
商
業
、
同
業
、
工
業
の
各
組
合
を
連
携
し
て
輸

出
入
、
生
産
配
給
お
よ
び
販
売
の
全
般
的
統
制
を
行
は
し
め
、
も
つ
て
、
一
般
輸
入
製
品
な
ら
び
に
輸
入
原
料
と
そ
の
原
料
を
も
つ
て
す

る
輸
出
製
品
及
び
国
内
原
料
を
も
つ
て
す
る
輸
出
製
品
に
対
す
る
綜
合
的
リ
ン
ク
制
を
確
立
す
る
こ
と
」
と
し
て

28
）

い
る
。
大
阪
商
工
会
議
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所
の
い
う
綜
合
リ
ン
ク
制
は
、
個
人
求
償
制
に
反
対
す
る
立
場
か
ら
の
組
合
求
償
制
な
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
商
工
省
は
、
お
そ
ら
く

池
田
蔵
相
商
就
任
後
に
綜
合
リ
ン
ク
制
の
名
前
の
み
を
引
き
継
い
で
、
個
人
求
償
制
に
基
づ
く
綜
合
リ
ン
ク
制
を
考
案
し
た
の
で
あ
る
。

商
工
省
は
綜
合
リ
ン
ク
制
案
の
骨
子
を
三
八
年
七
月
に
発
表
し
、
原
案
（
成
案
）
を
九
月
に
決
定
し
た
。
要
点
を
箇
条
書
き
に
す
る
と

１．

原
則
と
し
て
任
意
の
物
資
の
第
三
国
向
輸
出
に
対
し
、
輸
入
割
当
の
範
囲
内
に
お
い
て
任
意
の
物
資
の
輸
入
を
許
可
す
る
。
か

つ
、
物
資
を
輸
出
せ
ぬ
限
り
輸
入
を
認
め
ぬ
建
前
と
す
る
。

２．

た
だ
し
個
別
リ
ン
ク
適
用
品
目
は
適
用
範
囲
か
ら
除
き
、
ま
た
生
糸
の
輸
出
、
軍
需
品
そ
の
他
特
殊
品
の
輸
入
に
つ
い
て
は
適

用
し
な
い
。

３．

金
額
リ
ン
ク
と
し
輸
出
金
額
に
対
し
一
定
割
合
の
金
額
の
輸
入
権
を
認
め
る
。

４．

輸
入
権
は
一
定
期
間
内
に
行
使
せ
し
め
る
こ
と
と
し
、
そ
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
売
却
を
認
め
る
。

５．

輸
入
権
売
買
の
斡
旋
機
関
は
日
本
銀
行
と
す
る
。

６．

輸
出
証
明
は
輸
出
手
形
取
組
の
際
、
為
替
銀
行
を
し
て
証
明
書
を
作
成
さ
せ
る
。

７．

個
人
リ
ン
ク
制
に
よ
る
自
由
競
争
を
建
前
と

29
）

す
る
。

こ
れ
が
、
先
に
紹
介
し
た
個
人
求
償
制
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
大
蔵
省
は
、
第
一
に
民
需
品
の
輸
入
許
可

は
物
資
動
員
計
画
と
矛
盾
す
る
こ
と
、
第
二
に
、
輸
入
権
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
売
買
は
輸
出
品
の
コ
ス
ト
高
の
原
因
を
な
す
こ
と
、
第
三
に
、

輸
入
権
売
買
を
担
当
す
る
日
本
銀
行
に
、
そ
の
よ
う
な
経
験
が
な
い
こ
と
な
ど
を
理
由
と
し
て
反
対

30
）

し
た
。

と
こ
ろ
が
、
大
蔵
省
は
反
対
し
た
も
の
の
池
田
蔵
商
相
は
賛
成
し
て
い
る
。
一
〇
月
七
日
の
談
話
で

自
分
と
し
て
は
綜
合
リ
ン
ク
を
出
来
れ
ば
や
り
た
い
と
思
つ
て
ゐ
る
、
来
週
早
々
商
工
、
大
蔵
両
事
務
当
局
関
係
官
を
招
致
し
、
両
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者
の
食
ひ
違
ひ
を
よ
く
調
査
し
て
見
て
案
が
纏
れ
ば
出
来
る
だ
け
速
や
か
に
実
行
に
移
し
た
い
考
へ
で
あ
る
、
基
準
に
す
る
法
令
の

問
題
は
為
替
管
理
法
で
悪
け
れ
ば
輸
出
入
品
な
ど
臨
時
措
置
法
（
輸
出
入
品
等
臨
時
措
置
法
の
こ
と
。
筆
者
注
）
で
も
よ
い
、
こ
の

法
令
は
所
詮
形
式
の
問
題
だ
、
プ
レ
ミ
ア
ム
も
高
率
で
は
な
い
限
り
差
支
へ
な
い
と
思
つ
て
ゐ

31
）

る
…

ま
さ
に
、
蔵
商
相
兼
任
の
メ
リ
ッ
ト
を
発
揮
す
る
べ
く
、
対
立
す
る
事
務
当
局
の
調
整
に
意
欲
を
見
せ
て
お
り
、
特
に
輸
入
権
売
買
の
プ

レ
ミ
ア
ム
に
つ
い
て
是
認
し
て
い
る
こ
と
は
、
池
田
成
彬
の
「
民
間
性
」
の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
注
目
で

32
）

き
る
。
綜
合
リ
ン
ク
制
（
個
人
求

償
制
）
は
、
厳
格
な
輸
入
為
替
許
可
や
物
動
計
画
に
基
づ
く
貿
易
と
は
異
質
の
自
由
主
義
的
側
面
を
有
し
た
の
で

33
）

あ
る
。

結
局
の
と
こ
ろ
、
綜
合
リ
ン
ク
制
を
め
ぐ
る
商
工
・
大
蔵
両
省
の
対
立
は
、
大
蔵
省
に
軍
配
が
あ
が
り
、
綜
合
リ
ン
ク
制
は
、
商
品
を

限
定
し
た
か
な
り
小
規
模
な
制
度
に
変
え
ら
れ
、
特
殊
リ
ン
ク
制
と
の
名
称
の
も
と
、
三
九
年
一
月
一
〇
日
か
ら
実
施
さ
れ
た
。
輸
出
入

す
べ
て
を
網
羅
す
る
全
面
的
な
リ
ン
ク
制
は
遂
に
実
現
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

⑤
綿
業
個
人
リ
ン
ク
制
（
三
八
年
七
月
）
の
意
義

池
田
蔵
商
相
の
功
績
と
さ
れ
る
も
の
に
、
綿
業
の
個
人
リ
ン
ク
制
が
あ
る
。
綿
業
に
つ
い
て
は
、
三
八
年
四
月
か
ら
、
す
な
わ
ち
吉
野

商
相
期
に
団
体
リ
ン
ク
制
が
実
施
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
骨
子
は
、
原
料
綿
花
の
使
用
業
者
に
団
体
を
結
成
さ
せ
、
そ
の
団
体
に
対
し
て
過

去
二
ヶ
月
間
の
綿
布
輸
出
総
額
に
一
定
比
率
を
か
け
た
額
の
綿
花
輸
入
を
許
可
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
綿
花
の
配
分
や

内
地
流
入
阻
止
は
大
日
本
紡
績
連
合
会
な
ど
の
自
治
的
統
制
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
、
効
果
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
、
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

池
田
蔵
商
相
登
場
後
、
三
八
年
七
月
に
綿
製
品
輸
出
増
進
方
策
要
綱
、
輸
出
綿
製
品
配
給
統
制
規
則
な
ど
に
基
づ
き
個
人
リ
ン
ク
制
が
導

入
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
綿
布
の
国
内
流
用
・
円
ブ
ロ
ッ
ク
向
け
輸
出
を
法
的
に
禁
止
す
る
と
と
も
に
、
織
布
業
者
を
す
べ
て
紡
績
会
社
の
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賃
織
へ
と
編
成
替
え
し
個
々
の
紡
績
会
社
に
綿
花
輸
入
を
許
可
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
官
治
的
統
制
と
評
す
る
向
も
あ
っ
た
が
、

商
工
省
工
務
局
繊
維
工
業
課
長
美
濃
部
洋
次
は
「
カ
ル
テ
ル
組
合
等
の
生
産
割
当
等
の
制
限
を
極
力
廃
止
し
、
自
由
競
争
、
優
勝
劣
敗
の

途
を
開
き
…
」
と
自
由
化
の
側
面
を
強
調
し
て

34
）

い
る
。

以
上
の
経
緯
を
振
り
返
り
、
リ
ン
ク
制
導
入
が
、
な
ぜ
池
田
成
彬
の
功
績
と
さ
れ
た
か
、
に
つ
き
私
見
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
第
一
に
、

リ
ン
ク
制
そ
の
も
の
は
団
体
リ
ン
ク
制
と
い
う
方
式
で
吉
野
商
相
期
に
実
行
さ
れ
て
い
た
。民
間
の
義
務
輸
出
制
意
見
や
個
人
求
償
制（
後

の
綜
合
リ
ン
ク
制
案
に
つ
な
が
る
）も
提
起
さ
れ
て
い
た
が
、
吉
野
商
相
は
、
個
人
求
償
制
に
は
明
確
に
反
対
の
意
思
を
表
明
し
て
い
た
。

第
二
に
、
池
田
蔵
商
相
は
、
個
人
求
償
制
の
流
れ
を
汲
み
商
工
省
が
提
起
し
た
綜
合
リ
ン
ク
制
に
賛
意
を
示
し
た
。
大
蔵
省
の
反
対
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
で
あ
る
。
ま
た
、
七
月
に
実
施
し
た
綿
業
リ
ン
ク
制
は
、
従
来
の
団
体
リ
ン
ク
制
か
ら
個
人
リ
ン
ク
制
に
転
換
し
た
も
の

で
あ
っ
た
。
池
田
蔵
商
相
期
に
実
現
し
た
の
は
リ
ン
ク
制
の
な
か
で
も
個
人
リ
ン
ク
制
な
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
商
品
に
よ
っ
て
は
新

た
に
団
体
リ
ン
ク
制
と
し
て
始
ま
る
も
の
も
あ
り
、
池
田
蔵
商
相
期
に
個
人
リ
ン
ク
ば
か
り
が
行
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
吉
野
商
相

と
の
対
比
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
当
時
、
民
間
に
も
商
工
省
に
も
統
制
一
辺
倒
に
危
惧
の
念
を
抱
き
、
自
由
競
争
の
余
地
を
残
そ
う
と
す

る
動
き
が
あ
り
、
そ
れ
を
具
体
化
で
き
る
人
物
は
池
田
成
彬
を
措
い
て
他
に
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
カ
ル
テ
ル
組
織
（
大
日
本
紡

績
連
合
会
な
ど
の
任
意
団
体
、
中
小
工
業
者
の
工
業
組
合
、
輸
出
商
の
輸
出
組
合
）
に
よ
る
自
治
的
統
制
の
延
長
線
上
に
団
体
リ
ン
ク
制

を
考
案
し
実
施
し
た
吉
野
商
相
に
対
し
、
個
人
リ
ン
ク
制
導
入
に
踏
み
切
り
、
ま
た
個
人
求
償
制
の
延
長
線
上
に
あ
る
綜
合
リ
ン
ク
制
を

導
入
し
よ
う
と
し
た
池
田
蔵
商
相
は
明
ら
か
に
、
自
由
競
争
志
向
を
も
っ
て
い
た
と
評
価
で
き
る
。
リ
ン
ク
制
は
吉
野
商
相
期
に
始
ま
っ

た
が
、
功
績
は
池
田
蔵
商
相
に
帰
せ
ら
れ
る
理
由
は
こ
れ
で
あ
る
。
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第
二
章

輸
出
入
リ
ン
ク
制
の
展
開
と
帰
結

①
制
度

輸
出
入
リ
ン
ク
制
は
、
形
式
上
、
次
の
よ
う
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
リ
ン
ク
の
対
象
と
な
る
商
品
の
有
無
に
よ
っ
て
、
個
別
リ
ン

ク
制
（
商
品
別
リ
ン
ク
制
）、
一
般
リ
ン
ク
制
（
綜
合
リ
ン
ク
制
）、
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
中
間
形
態
と
し
て
集
団
商
品
別
リ
ン
ク
制
（
特

殊
リ
ン
ク
制
）
が
想
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
リ
ン
ク
の
主
体
を
い
か
な
る
者
に
も
た
せ
る
か
に
よ
っ
て
、
個
人
リ
ン
ク
制
、
団
体
リ
ン
ク
制

に
区
分
さ
れ
、
原
料
と
輸
出
品
の
リ
ン
ク
を
結
び
つ
け
る
基
準
に
よ
っ
て
金
額
リ
ン
ク
制
、
数
量
リ
ン
ク
制
に
区
分
さ
れ
た
。
戦
時
期
日

本
に
お
い
て
最
初
に
実
施
さ
れ
た
の
は
個
別
リ
ン
ク
制
（
商
品
別
リ
ン
ク
制
）
で
あ

35
）

っ
た
。

羊
毛
で
は
、
羊
毛
製
品
リ
ン
ク
制
要
綱
（
一
九
三
八
年
二
月
二
二
日
）
に
よ
り
、
①
羊
毛
製
品
（
羊
毛
を
カ
ー
ド
ま
た
は
コ
ー
ム
し
た

も
の
、
毛
糸
、
毛
織
物
、
毛
メ
リ
ヤ
ス
及
び
毛
メ
リ
ヤ
ス
製
品
、
毛
布
・
膝
掛
・
肩
掛
・
襟
巻
）
を
第
三
国
へ
輸
出
し
た
と
き
、
そ
の
都

度
当
該
製
品
に
含
ま
れ
る
毛
糸
の
紡
績
業
者
に
こ
れ
に
相
当
す
る
羊
毛
の
輸
入
を
認
め
る
、
②
こ
れ
に
よ
り
羊
毛
を
輸
入
し
た
紡
績
業
者

は
、
十
ヶ
月
以
内
に
こ
れ
に
相
当
す
る
羊
毛
製
品
を
輸
出
す
る
こ
と
、
③
輸
出
商
は
、
羊
毛
製
品
を
輸
出
し
た
時
に
は
当
該
紡
績
業
者
に

輸
出
証
明
書
を
交
付
す
る
こ
と
、
な
ど
を
骨
子
と
し
た
リ
ン
ク
制
が
三
月
十
五
日
か
ら
実
施
さ

36
）

れ
た
。

綿
業
に
お
け
る
リ
ン
ク
制
の
成
立
過
程
を
表
１
に
ま
と
め
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
特
徴
と
し
て
、
第
一
に
、
リ
ン
ク
制
は
官
民
懇
談

会
に
よ
っ
て
協
議
さ
れ
て
お
り
、
民
間
側
（
大
日
本
紡
績
連
合
会
、
日
本
綿
織
物
工
業
組
合
連
合
会
な
ど
）
の
意
向
を
も
踏
ま
え
た
形
で

実
施
さ
れ
た
こ
と
、
輸
出
向
き
綿
布
の
内
地
流
用
阻
止
に
関
し
て
は
団
体
リ
ン
ク
制
の
段
階
か
ら
純
綿
糸
布
及
綿
製
品
内
地
流
用
阻
止
に
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表１ 綿業リンク制の成立過程

３月

９日 綿糸布輸出振興策は棉花とのリンク制が効果的と官民懇談会で意

見一致

11日 商相は議会で棉花の如きは相当長期に総括的に為替許可の旨言明

14日 綿布義務輸出リンク案大綱決定

24日 輸出向綿糸布の国内流用防止具体策決定

４月

１日 純綿糸布及綿製品内地流用阻止に関する申合を実施

５日 輸出向純綿糸配給にも切符制採用

18日 綿工連（日本綿織物工業組合連合会）加盟組合の綿糸使用業者大

会は綿糸配給統制の是正を要望

28日 綿糸消費統制協議会第７回会議を商工省に開催，６月分綿糸配給

数量並に７月分輸出向純綿糸の配給割当と同時に５，６月分の同

割当をも併せ決定

５月

11日 綿工連，紡連（大日本紡績連合会）提携に依る賃織契約成立

18日 商工省「輸出向け綿糸，綿布，綿製品内地流用防止監督委員会」

設置決定

30日 純綿糸布の内地流用阻止規約を強化

６月

８日 商工省は綿糸転用防止に特殊工場制採用，成案は今月中に作成し，

７月１日より実施

15日 綿業需給調整協議会創立

18日 商工省は個人リンク制による新綿業政策を発表

20日 中国向綿糸布の積出今後半ヶ年間停止，華北向綿布の輸出約定品

全部の解合実行に決定

29日 商工省，綿製品輸出増進方策要綱，国内綿製品ニ対スル処置要綱

を発表，紡績会社の個人リンク制，内需用の綿花輸入の禁止を実

行

７月

５日 輸出向商品の原料輸入は３ヶ月先物迄許可に方針決定

15日 綿製品義務輸出２ヶ月制に紡連は反対表明

21日 精算受渡綿糸のリンク棉輸入権帰属方式決定

出所>
「綿業日誌（昭和十三年三月中）」『綿工連』第33号，1938年４月
「綿業日誌（昭和十三年四月中）」『綿工連』第34号，1938年５月
「綿業日誌（昭和十三年五月中）」『綿工連』第35号，1938年６月
「綿業日誌（昭和十三年六月中）」『綿工連』第36号，1938年７月
「綿業日誌（昭和十三年七月中）」『綿工連』第37号，1938年８月
通商産業省『商工政策史第16巻繊維工業（下）』1972，116頁～117頁
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関
す
る
申
合
」（
四
月
一
日
）
か
ら
商
工
省
「
輸
出
向
け
綿
糸
、
綿
布
、
綿
製
品
内
地
流
用
防
止
監
督
委
員
会
」（
五
月
十
八
日
）
ま
で
強

化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、
団
体
リ
ン
ク
制
で
あ
る
限
り
内
地
流
用
が
阻
止
で
き
な
い
、
と
し
て
七
月
の
個
人
リ
ン

ク
制
へ
の
移
行
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

人
絹
で
は
、
一
九
三
八
年
七
月
、
商
工
省
は
人
造
絹
織
物
輸
出
振
興
方
策
要
綱
、
人
造
絹
織
物
輸
出
振
興
方
策
細
目
を
決
定
し
、
人
絹

織
物
の
団
体
リ
ン
ク
制
実
施
に
踏
み
切

37
）

っ
た
。
そ
の
内
容
は

１．

人
絹
織
物
を
純
輸
出
物
・
満
支
物
・
内
地
物
（
朝
鮮
を
含
む
）
に
大
別
し
、
各
々
に
つ
き
一
ヶ
月
ご
と
の
生
産
数
量
を
三
ヶ
月

前
に
協
議
し
て
決
定
す
る
。

２．

特
殊
品
は
、
日
本
絹
人
絹
糸
布
輸
出
組
合
連

38
）

合
会
所
属
の
輸
出
商
ま
た
は
日
本
絹
人
絹
織
物
商
業
組
合
連

39
）

合
会
所
属
の
中
間
商

人
の
注
文
さ
え
あ
れ
ば
自
由
に
生
産
で
き
る
。

３．

普
通
品
は
、
ボ
イ
ル
・
朱
子
・
パ
レ
ス
・
塩
瀬
な
ど
の
白
無
地
物
で
、
特
殊
品
と
異
な
り
生
産
を
制
限
し
、
一
ヶ
月
原
糸
四
〇

〇
万
ポ
ン
ド
（
四
万
函
）、
最
初
の
三
ヶ
月
間
は
一
二
〇
〇
万
ポ
ン
ド
（
一
二
万
函
）
の
う
ち
か
ら
特
殊
品
・
交
織
物
用
を
差
し

引
い
た
糸
量
を
、
織
物
反
数
に
換
算
し
た
数
量
だ
け
を
生
産
し
得
る
。
普
通
品
は
過
去
の
実
績
に
よ
り
所
属
組
合
に
割
当
て
、

そ
の
割
当
を
限
度
と
し
て
義
務
的
に
生
産
さ
せ
る
。

４．

純
輸
出
物
に
使
用
す
る
原
糸
は
す
べ
て
協
定
価
格
に
よ
る
協
定
糸
で
あ
り
、
厳
重
に
国
内
転
用
を
防
止
す
る
。
組
合
員
は
、
協

定
糸
で
織
っ
た
織
物
は
必
ず
注
文
者
ま
た
は
人
工
連
に
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
不
合
格
に
な
っ
た
場
合
は
組
合
は
必
ず
代

品
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５．

輸
出
人
絹
糸
布
に
対
す
る
見
返
り
パ
ル
プ
量
は
、
人
絹
糸
一
〇
〇
ポ
ン
ド
に
対
し
て
一
四
〇
ポ
ン
ド
、
人
絹
糸
を
含
む
製
品
に
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つ
い
て
は
一
五
五
ポ
ン
ド
と
な
っ
て

40
）

い
る
。

第
四
点
の
協
定
価
格
と
は
、
原
糸
生
産
者
た
る
日
本
人
絹
連

41
）

合
会
と
日
本
人
造
絹
織
物
工
業
組
合
連

42
）

合
会
が
行
う
原
糸
価
格
の
協
定
を
意

味
し
、
こ
の
輸
出
用
原
糸
を
協
定
糸
と
よ
ん
だ
。
第
五
点
に
つ
い
て
、
人
絹
糸
一
〇
〇
ポ
ン
ド
を
生
産
す
る
の
に
必
要
な
パ
ル
プ
量
は
一

二
五
ポ
ン
ド
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
、
見
返
り
パ
ル
プ
量
は
余
剰
を
生
じ
る
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
お
り
、
人
絹
会
社
は
輸
出
を
す
れ
ば
す

る
ほ
ど
原
料
が
豊
富
に
な
る
し
く
み
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
人
造
絹
織
物
輸
出
振
興
方
策
細
目
に
よ
る
と
、
人
絹
糸
の
配
給
数
量
は
、

人
絹
糸
輸
出
に
月
一
万
函
、
輸
出
織
物
に
月
四
万
函
、
満
関
支
向
け
に
月
八
万
函
、
と
い
う
割
合
で
あ

43
）

っ
た
。

人
絹
リ
ン
ク
制
は
八
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
た
。
当
初
は
、
団
体
リ
ン
ク
制
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
実
施
す
る
と
ま
も
な
く
、
協

定
糸
供
給
不
円
滑
が
産
地
か
ら
問
題
視
さ
れ
、
不
満
が
噴
出
す
る
こ
と
に

44
）

な
る
。
そ
の
た
め
、
四
〇
年
一
月
に
は
個
人
リ
ン
ク
制
に
改
変

さ
れ
四
一
年
七
月
ま
で
行
わ
れ
て
い
る
。
実
績
に
つ
い
て
数
値
を
見
な
が
ら
検
証
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

②
政
策
効
果

人
絹人

絹
リ
ン
ク
制
の
外
貨
獲
得
の
度
合
い
を
評
価
す
る
た
め
に
表
２
「
パ
ル
プ
輸
入
高
と
人
絹
輸
出
高
」
を
作
成
し
た
。
人
絹
リ
ン
ク
制

は
、
人
絹
糸
の
原
料
の
中
心
を
な
す
パ
ル
プ
（
人
絹
パ
ル
プ
）
の
輸
入
と
人
絹
糸
・
人
絹
織
物
輸
出
と
を
リ
ン
ク
さ
せ
て
い
た
の
で
、「（
人

絹
糸
第
三
国
輸
出
額
＋
人
絹
織
物
第
三
国
輸
出
額
）－

人
絹
パ
ル
プ
第
三
国
輸
入
額
」を
人
絹
の
第
三
国
貿
易
収
支
と
み
な
す
こ
と
が
で
き

る
。
ま
ず
、
表
２
の
一
番
右
の
人
絹
第
三
国
収
支
の
欄
を
み
る
と
、
日
中
戦
争
前
の
三
五
年
、
三
六
年
に
は
約
一
億
円
で
あ
っ
た
。
こ
れ

が
三
八
年
に
は
約
五
千
万
円
に
激
減
し
た
が
、
リ
ン
ク
制
実
施
以
降
は
約
七
千
万
円
か
ら
約
八
千
九
百
万
円
と
増
加
を
み
せ
た
。
日
中
戦
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争
前
と
リ
ン
ク
制
実
施
期
を
比
較
す
る
た
め
に
、
前
者
を
三
五
・
三
六
年
平
均
値
、
後
者
を
三
九
・

四
〇
年
平
均
値
と
し
て
比
較
し
て
み
よ
う
。
第
三
国
収
支
の
三
九
・
四
〇
年
平
均
は
、
三
五
・
三
六

年
平
均
の
八
一

一
％
に
な
っ
て
い
る
。
人
絹
の
第
三
国
収
支
は
、
リ
ン
ク
制
実
施
に
よ
っ
て
日
中
戦

争
前
の
水
準
を
回
復
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
三
八
年
の
危
機
的
状
況
を
脱
す
る
こ
と
は

で
き
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

第
三
国
収
支
回
復
の
要
因
を
人
絹
パ
ル
プ
輸
入
、
人
絹
織
物
輸
出
、
人
絹
糸
輸
出
の
三
つ
の
側
面

か
ら
検
討
し
よ
う
。
人
絹
パ
ル
プ
第
三
国
輸
入
額
で
は
三
九
・
四
〇
年
平
均
は
三
五
・
三
六
年
平
均

の
一
〇
八

〇
％
と
な
っ
て
お
り
、日
中
戦
争
前
以
上
の
パ
ル
プ
輸
入
を
実
現
し
て
い
る
こ
と
に
注
目

し
た
い
。
人
絹
織
物
第
三
国
輸
出
額
で
は
三
九
・
四
〇
年
平
均
は
三
五
・
三
六
年
平
均
の
七
〇

三
％

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
人
絹
糸
第
三
国
輸
出
額
で
は
三
九
・
四
〇
年
平
均
は
三
五
・
三

六
年
平
均
の
二
二
三

二
％
（
約
二

二
倍
化
）
に
ま
で
達
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
同
期
間
に
人
絹
織

物
＋
人
絹
糸
輸
出
額
に
占
め
る
人
絹
糸
比
率
は
一
二

〇
％
か
ら
三
〇

三
％
に
ま
で
上
昇
し
て
い
る

こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
時
期
に
は
人
絹
織
物
輸
出
か
ら
人
絹
糸
輸
出
へ
の
シ
フ
ト
が
進

ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
三
五
・
三
六
年
平
均
か
ら
三
九
・
四
〇
年
平
均
へ
の
第
三
国
収
支
減
（
約
三

億
七
千
万
円
）
に
対
す
る
寄
与
率
を
計
算
す
る
と
人
絹
パ
ル
プ
輸
入
は
（
＋
）
一
六

七
％
、
人
絹
織

物
輸
出
は
（
＋
）
一
九
二

五
％
、
人
絹
糸
輸
出
は
（
－
）
一
〇
九

二
％
と
い
う
結
果
と
な
る
。
日

中
戦
争
前
水
準
を
超
え
る
パ
ル
プ
輸
入
を
可
能
に
し
た
の
は
、
減
退
し
た
人
絹
織
物
輸
出
を
補
う
人

表２ パルプ輸入高と人絹輸出高

人絹パルプ輸入 人絹織物輸出 人絹糸輸出 人絹

計 うち第三国 計 うち第三国 計 うち第三国 第三国収支

数量(百斤) 価額(円) 価額(円)(A) 数量(方碼) 価額(円) 価額(円)(B) 数量(百斤) 価額(円) 価額(円)(C) (B＋C)－A(円)

1935年 2,139,136 33,929,930 33,929,930 424,192,997 128,260,226 116,224,443 230,033 22,852,554 14,930,859 97,225,372

1936年 2,863,763 44,056,829 44,056,829 527,547,322 149,169,597 126,341,829 334,892 29,173,262 18,240,916 100,525,916

1937年 4,919,834 80,370,768 80,370,768 485,128,278 154,860,384 135,341,319 426,622 44,802,573 38,749,283 93,719,834

1938年 1,931,913 34,469,179 29,572,902 337,121,693 115,761,723 71,606,496 166,606 17,887,798 7,962,417 49,996,011

1939年 2,382,226 48,878,649 37,851,533 309,971,406 137,358,179 85,355,791 277,760 29,347,706 23,850,734 71,354,992

1940年 2,371,031 54,796,193 46,382,954 211,701,706 116,111,969 85,194,011 469,256 59,544,014 50,182,687 88,993,744

1941年 572,346 15,197,563 10,522,832 97,568,660 60,458,721 39,762,615 331,567 67,553,265 38,070,653 67,310,436

1942年 11,831 306,111 86 34,682,586 31,539,933 16,810,390 119,255 34,899,856 3,643,918 20,454,222

出所：大蔵省『日本外国貿易年表』各年
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絹
糸
輸
出
の
伸
び
で
あ

45
）

っ
た
。
同
期
間
に
人
絹
織
物
輸
出
と
人

絹
糸
輸
出
と
を
合
わ
せ
る
と
約
一
億
四
千
万
円
か
ら
約
一
億
二

千
万
円
へ
と
や
や
減
少
し
て
い

46
）

る
が
、
一
億
円
の
大
台
を
維
持

し
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

月
別
の
パ
ル
プ
輸
入
額
の
推
移
を
図
１
に
示
し
た
。
パ
ル
プ

計
の
推
移
を
み
る
と
、
三
六
年
が
通
常
の
状
態
で
あ
る
の
に
対

し
、
三
七
年
上
半
期
に
は
異
常
な
ほ
ど
急
増
し
て
い
る
。
そ
の

後
は
、
為
替
許
可
を
厳
し
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
三
七
年
下
半

期
に
激
減
す
る
が
、
三
八
年
初
頭
に
は
ふ
た
た
び
急
増
す
る
、

と
い
う
よ
う
に
き
わ
め
て
不
安
定
な
推
移
を
み
せ
る
。
こ
れ
が

リ
ン
ク
制
実
施
以
降
に
は
ほ
ぼ
安
定
的
な
上
昇
傾
向
に
戻
っ
て

い
る
の
で

47
）

あ
る
。
な
お
、
輸
入
パ
ル
プ
に
お
け
る
製
紙
用
と
人

絹
用
と
の
比
率
に
着
目
す
る
と
、
三
七
年
ま
で
は
、
製
紙
用
パ

ル
プ
が
一
定
の
比
重
を
占
め
て
い
た
が
、
三
八
年
以
降
に
は
人

絹
用
パ
ル
プ
が
輸
入
パ
ル
プ
の
大
部
分
を
占
め
る
よ
う
に

48
）

な
る
。

人
絹
リ
ン
ク
制
の
実
施
に
よ
っ
て
、
人
絹
パ
ル
プ
輸
入
を
回

資料：大蔵省『外国貿易月表』各月

図１ パルプ輸入額
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復
さ
せ
つ
つ
人
絹
第
三
国
貿
易
収
支
を
あ
る
程
度
ま
で
好
転
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
、
リ
ン
ク
制
の
政
策
効
果
は
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

羊
毛羊

毛
リ
ン
ク
制
の
効
果
を
評
価
す
る
た
め
に
表
３
「
羊
毛
輸
入
高
と
毛
糸
・

毛
織
物
輸
出
高
」
を
作
成
し
た
。
羊
毛
の
場
合
は
「（
毛
糸
第
三
国
輸
出
額
＋
毛

織
物
第
三
国
輸
出
額
）－

羊
毛
第
三
国
輸
入
額
＋
毛
糸
第
三
国
輸
入
額
）」を
羊

毛
の
第
三
国
貿
易
収
支
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
人
絹
と
異
な
り
、
毛
糸
は

長
い
間
輸
入
商
品
で
あ
っ
た
た
め
に
、
日
中
戦
争
初
期
に
お
い
て
も
第
三
国
か

ら
の
毛
糸
輸
入
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
羊
毛
の
第
三
国
貿
易
収
支

は
、
平
時（
三
五
、
三
六
年
）に
お
い
て
約
一
億
六
千
万
円
ほ
ど
の
赤
字
で
あ
っ

た
が
、
三
七
年
に
は
い
っ
き
に
約
二
億
六
千
万
円
ま
で
拡
大
す
る
。
と
こ
ろ
が
、

リ
ン
ク
制
実
施
後
の
三
八
年
に
は
約
六
千
八
百
万
円
に
激
減
し
、
三
九
年
に
は

約
二
千
四
百
万
円
に
ま
で
圧
縮
さ
れ
て
い
る
。
赤
字
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
ら

な
い
が
、
そ
の
圧
縮
の
度
合
い
は
顕
著
で
あ
っ
た
。
四
〇
年
に
は
約
五
千
万
円
、

四
一
年
に
は
約
七
千
九
百
万
円
と
赤
字
が
拡
大
し
て
い
る
が
、
三
九
・
四
〇
年

平
均
は
三
五
・
三
六
年
平
均
の
二
二

四
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
日
中
戦
争
前
後

に
羊
毛
第
三
国
収
支
の
好
転
は
顕
著
に
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

毛糸・毛織物輸出高

毛織物輸出 毛糸輸出 羊毛

計 うち第三国 計 うち第三国 第三国収支

数量(方碼) 価額(円) 価額(円)(C) 数量(百斤) 価額(円) 価額(円)(D) (C＋D)－(A＋B)(円)

28,369,513 32,400,823 32,400,823 39,896 9,688,101 7,102,735 －154,078,450

37,004,088 45,956,171 45,956,171 53,558 15,312,890 9,739,123 －146,190,853

35,058,175 50,082,143 50,082,143 40,341 15,062,514 11,493,224 －237,516,605

28,071,409 46,844,623 46,844,623 30,831 9,518,591 6,481,547 －35,619,794

26,102,583 51,821,070 18,097,828 60,913 18,609,112 17,621,962 －24,018,481

17,162,442 40,369,427 25,744,394 43,080 18,391,381 18,774,514 －50,212,339

11,989,599 33,736,320 20,459,999 34,436 16,522,169 13,889,893 －78,758,272

3,829,380 18,429,217 3,147,801 5,131 2,599,364 566,498 －1,907,473

の合計。
ヲ含ム）」「セルヂス（綿入ヲ含ム）」「其ノ他ノ毛織物（綿入ヲ含ム）」の合計。
「セルヂス（綿入ヲ含ム）」「クレバネット」「ポプリン」「ウーステッド」「ゼコニー」
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そ
の
要
因
を
羊
毛
輸
入
、
毛
糸
輸
入
、
毛
織
物
輸
出
、
毛
糸
輸
出
の
四
つ
の

側
面
か
ら
検
討
し
よ
う
。
羊
毛
輸
入
で
は
三
九
・
四
〇
年
平
均
は
三
五
・
三
六

年
平
均
の
三
九

四
％
に
ま
で
減
っ
て
い
る
。
毛
糸
輸
入
で
は
三
九
・
四
〇
年
平

均
は
三
五
・
三
六
年
平
均
の
〇

〇
％
と
根
絶
さ
れ
た
。
毛
織
物
輸
出
で
は
三

九
・
四
〇
年
平
均
は
三
五
・
三
六
年
平
均
の
九
二

六
％
と
減
っ
て
は
い
る
も
の

の
、
人
絹
織
物
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
。
毛
糸
輸
出
で
は
三
九
・
四
〇
年
平
均
は

三
五
・
三
六
年
平
均
の
二
一
六

一
％
（
約
二

二
倍
化
）
と
躍
進
し
て
い
る
。

同
期
間
に
毛
織
物
＋
毛
糸
輸
出
額
に
占
め
る
毛
糸
比
率
は
二
六

二
％
か
ら
四

五

四
％
へ
と
上
昇
し
て
い
る
。
羊
毛
収
支
の
大
幅
な
好
転
に
は
、
羊
毛
輸
入
の

減
と
毛
糸
輸
出
の
増
が
貢
献
し
て
い
る
の
で

49
）

あ
る
。
三
五
・
三
六
年
平
均
か
ら

三
九
・
四
〇
年
平
均
へ
の
第
三
国
収
支
増
（
約
二
億
六
千
万
円
）
に
対
す
る
寄

与
率
を
計
算
す
る
と
、
羊
毛
輸
入
は
（
＋
）
九
二

三
％
、
毛
糸
輸
入
は
（
＋
）

一

五
％
、
毛
織
物
輸
出
は
（
－
）
一

四
％
、
毛
糸
輸
出
は
（
＋
）
七

六
％
と

い
う
結
果
と
な
り
、
羊
毛
輸
入
減
の
効
果
が
圧
倒
的
で
あ
る
。
同
期
間
に
毛
織

物
輸
出
額
と
毛
糸
輸
出
額
と
を
合
わ
せ
る
と
約
三
千
二
百
万
円
か
ら
約
四
千
万

円
へ
と
増
加
し
て
い
る
の
で
、輸
出
振
興
の
効
果
は
一
応
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

月
別
の
羊
毛
輸
入
額
を
図
２
に
示
し
た
。
商
品
の
特
性
上
、
季
節
的
変
動
が

表３ 羊毛輸入高と

羊毛輸入 毛糸輸入

計 うち第三国 計 うち第三国

数量(百斤) 価額(円) 価額(円)(A) 数量(百斤) 価額(円) 価額(円)(B)

1935年 1,840,980 191,760,871 191,651,066 8,134 1,930,942 1,929,250

1936年 1,640,636 200,898,493 200,012,841 6,785 1,873,306 1,871,715

1937年 1,953,835 298,403,862 297,486,738 4,318 1,605,234 1,605,226

1938年 881,889 94,425,569 88,616,766 634 329,198 327,627

1939年 801,688 72,590,259 59,738,238 0 33 5

1940年 770,089 105,251,143 94,731,176 0 71 55

1941年 906,924 124,066,572 113,107,138 0 1,026 911

1942年 142,006 25,883,717 5,621,312 0 460 310

注１ 1935年～の羊毛は「羊毛（カード又ハコウムシタルモノ）」と「其ノ他ノ羊毛」

「フランネル」「其ノ他ノ毛織物（綿入ヲ含ム）」の合計。
４ 1939年～の毛糸輸出は「毛織糸」「毛編糸」の合計。

出所：大蔵省『日本外国貿易年表』

３ 1937年～の毛織物輸出は「毛製モスリン（綿入ヲ含ム）」「羅紗（綿入ヲ含ム）」
２ 1935年～1936年の毛織物輸出は「毛製モスリン（綿入ヲ含ム）」「羅紗（綿入
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大
き
い
が
、
三
五
年
、
三
六
年
の
状
況
を
一
応
ノ
ー
マ
ル
な
も
の
と
み
な
す
と
、

リ
ン
ク
制
下
に
お
い
て
季
節
的
変
動
も
押
さ
え
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。ま
た
、

占
領
下
中
国
に
お
け
る
経
済
建
設
の
な
か
で
強
調
さ
れ
た
羊
毛
の
対
日

50
）

供
給
に

つ
い
て
み
る
と
、
三
八
年
下
半
期
以
降
実
績
を
あ
げ
て
お
り
、
三
九
年
一
二
月

に
は
一
時
的
に
で
は
あ
る
が
、第
三
国
を
凌
駕
し
て
い
る
の
で
あ
る
。暦
年
デ
ー

タ
と
し
て
は
表
３
の
羊
毛
輸
入
の
価
額
と「
う
ち
第
三
国
」と
の
差
が
円
ブ
ロ
ッ

ク
か
ら
の
輸
入
額
を
示
し
て
い
る
。
円
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
の
輸
入
は
三
九
年
に
一

七

七
％
、
四
〇
年
に
一
〇

〇
％
を
示
し
て
お
り
、
日
中
戦
争
前
に
比
べ
る
と

格
段
に
重
要
性
を
増
し
て
い
る
。

原
料
輸
入
を
大
幅
に
削
減
し
な
が
ら
製
品
輸
出
の
増
が
い
か
に
し
て
可
能
と

な
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
立
ち
入
っ
た
検
討
を
要
す
る
の
で
、
今
後
の
課
題

と
し
た
い
。
羊
毛
リ
ン
ク
制
実
施
に
よ
り
、
毛
織
物
、
毛
糸
合
わ
せ
た
製
品
輸

出
は
わ
ず
か
な
が
ら
増
加
し
、
そ
れ
以
上
に
羊
毛
輸
入
が
激
減
し
て
羊
毛
収
支

の
大
幅
な
好
転
が
実
現
し
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

綿
業綿

業
収
支
に
つ
い
て
は
通
産
省
、
原
朗
、
寺
村
泰
、
高
村
直
助
ら
の

51
）

研
究
が

あ
る
が
、
評
価
が
定
ま
っ
て
は
い
な
い
。
た
と
え
ば
、
通
産
省
は
『
商
工
政
策

資料：大蔵省『外国貿易月表』各月

図２ 羊毛輸入価額
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史
第
六
巻
貿
易
（
下
）』
で
は
「
こ
れ
に
よ
っ
て
（
昭
和
）
十
三
年
に
は
減
退
し
た
綿

糸
布
輸
出
は
、
十
四
年
に
は
二
倍
近
く
に
増
大
し
た
の
で
あ
っ
て
、
十
分
に
効
果
を

あ
げ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き

52
）

よ
う
」と
高
く
評
価
し
て
い
る
の
に
対
し
、
別
の
巻『
商

工
政
策
史
第
一
六
巻
繊
維
工
業
（
下
）』
で
は
、
①
経
済
警
察
の
統
制
違
反
摘
発
が
続

出
（
い
わ
ゆ
る
禁
綿
事
件
）
し
、
業
界
が
萎
縮
し
た
こ
と
、
②
強
制
的
な
輸
出
の
た

め
に
輸
出
単
価
が
暴
落
し
、
外
貨
獲
得
と
い
う
目
的
を
損
な
っ
た
こ
と
、
③
織
布
業

者
を
紡
績
会
社
の
下
請
・
賃
織
と
し
た
こ
と
に
よ
り
中
小
企
業
の
独
立
性
を
失
わ
せ
、

加
工
綿
布
の
輸
出
が
減
少
し
た
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
て
、
き
わ
め
て
低
い
評
価
を
下

し
て

53
）

い
る
。
原
朗
、
寺
村
泰
も
概
ね
後
者
と
同
じ
く
低
い
評
価
を
下
し
て

54
）

い
る
。

こ
の
評
価
の
違
い
を
も
た
ら
し
た
一
つ
の
原
因
と
し
て
「
綿
糸
布
」
輸
出
を
み
る

の
か
、「
綿
布
」輸
出
を
み
る
の
か
、
と
い
う
問
題
が
あ
り
、
明
確
に
綿
糸
輸
出
を
も

含
め
て
評
価
を
下
し
て
い
る
の
は
高
村
の
研
究
だ
が
、
輸
出
単
価
の
下
落
、
綿
布
滞

貨
の
増
大
な
ど
を
根
拠
と
し
て
綿
業
リ
ン
ク
制
に
は
低
い
評
価
を
下
し
て

55
）

い
る
。
そ

こ
で
、
表
４
「
綿
花
輸
入
と
綿
糸
・
綿
織
物
輸
出
」
を
作
成
し
た
。
結
果
を
み
る
と
、

「
平
時
」に
お
け
る
綿
業
第
三
国
貿
易
収
支
は
三
五
年
約
二
億
三
千
万
円
、
三
六
年
約

四
億
円
の
赤
字
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
リ
ン
ク
制
が
実
施
さ
れ
た
三
八
年
に
は
約
四
百

万
円
の
赤
字
に
圧
縮
さ
れ
、
三
九
、
四
〇
年
に
は
黒
字
に
転
じ
て
い
る
。
第
三
国
収

表４ 綿花輸入と綿糸・綿織物輸出

綿花輸入 綿織物輸出 綿糸輸出 綿業

計 うち第三国 計 うち第三国 計 うち第三国 第三国収支

数量(百斤) 価額(円) 価額(円)(A) 数量(百斤) 価額(円) 価額(円)(B) 数量(百斤) 価額(円) 価額(円)(C) (B＋C)－A(円)

1935年 12,244,434 713,682,406 692,136,008 2,725,109,310 496,097,082 433,240,408 289,749 35,873,277 30,506,802 －228,388,798

1936年 15,158,648 849,647,667 826,905,899 2,709,884,568 483,591,246 400,177,854 331,573 38,344,845 31,227,209 －395,500,836

1937年 13,680,231 849,749,034 826,033,455 2,643,428,907 573,064,772 476,594,777 389,192 54,905,696 44,124,152 －305,314,526

1938年 9,342,689 436,323,339 364,531,496 2,180,809,669 404,239,736 324,929,809 177,067 39,355,054 35,128,869 －4,472,818

1939年 10,078,327 461,974,170 415,170,527 2,446,035,509 403,942,283 383,274,133 626,249 71,089,521 60,400,030 28,503,636

1940年 7,729,347 503,595,005 412,267,498 1,854,010,852 399,137,536 356,258,388 460,778 57,975,942 56,977,741 968,631

1941年 5,941,346 391,782,893 280,190,414 103,797,547 284,180,815 214,645,996 335,662 52,499,287 50,612,148 －14,932,270

1942年 2,028,873 224,282,526 10,450,004 166,612,081 100,970,517 56,944,404 22,253 5,789,137 5,789,137 52,283,537

注１ 1935年～の綿花輸入は「繰綿」。
２ 1935年～1936年の綿糸輸出は「綿織糸（二十番マデ）」「綿織糸（四十番マデ）」

「綿織糸（六十番マデ）」「綿織糸（其ノ他）」の合計。
３ 1937年～の綿糸輸出は「綿織糸（二十番マデ）」「綿織糸（四十番マデ）」「綿

織糸（六十番マデ）」「綿織糸（八十番マデ）」「綿織糸（其ノ他）」の合計。
４ 1941年～の綿織物の数量単位は方碼。

出所：大蔵省『日本外国貿易年表』
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支
の
変
動
は
、
人
絹
、
羊
毛
に
比
べ
格
段
に
大
き
か
っ
た
の
で
あ
る
。
綿
業
第
三
国
収
支
は
三
九
・
四
〇
年
平
均
は
三
五
・
三
六
年
平
均

の
（
－
）
一
〇
四

七
％
と
な
っ
て
い
る
（
赤
字
か
ら
黒
字
へ
転
じ
て
い
る
の
で
変
化
率
は
マ
イ
ナ
ス
と
み
な
し
た
）。

綿
業
第
三
国
収
支
反
転
の
要
因
を
検
討
し
よ
う
。
三
九
・
四
〇
年
平
均
の
三
五
・
三
六
年
平
均
に
対
す
る
比
を
求
め
る
と
綿
花
輸
入
は

五
四

五
％
に
減
少
し
、
綿
織
物
輸
出
は
八
八

七
％
に
減
少
し
、
綿
糸
輸
出
は
一
九
〇

一
％
に
増
加
（
約
一

九
倍
化
）
し
て
い
る
。
同

期
間
の
綿
織
物
＋
綿
糸
輸
出
額
に
占
め
る
綿
糸
の
比
率
を
算
出
す
る
と
六

九
％
か
ら
一
三

七
％
と
な
る
。
寄
与
率
で
示
す
と
、
三
五
・

三
六
年
平
均
か
ら
三
九
・
四
〇
年
平
均
へ
の
綿
業
収
支
の
変
化
（
約
六
億
五
千
万
円
の
増
）
に
対
し
て
綿
花
輸
入
は
（
＋
）
一
〇
五

九
％
、

綿
織
物
輸
出
は
（
－
）
一
四

四
％
、
綿
糸
輸
出
は
（
＋
）
八

五
％
で
あ
っ
た
。
綿
業
第
三
国
収
支
反
転
の
要
因
の
ほ
ぼ
す
べ
て
は
綿
花

輸
入
の
減
で
あ
り
、
輸
出
側
で
は
綿
織
物
輸
出
は
ま
っ
た
く
寄
与
せ
ず
、
綿
糸

56
）

輸
出
の
み
が
寄
与
し
て
い
る
。「
輸
出
入
リ
ン
ク
制
が
綿
織

物
輸
出
の
増
加
を
も
た
ら
さ
な
か
っ
た
」
と
い
う
先
行
研
究
の
指
摘
は
、
そ
の
限
り
で
は
正
し
い
の
だ
が
、
綿
業
全
体
の
外
貨
獲
得
と
い

う
観
点
か
ら
は
、
評
価
は
異
な
る
。
綿
織
物
と
綿
糸
を
合
わ
せ
た
輸
出
額
は
三
五
・
三
六
年
平
均
約
四
億
五
千
万
円
か
ら
三
九
・
四
〇
年

平
均
約
四
億
三
千
万
円
へ
と
微
減
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
綿
業
リ
ン
ク
制
実
施
に
よ
っ
て
、
綿
織
物
輸
出
か
ら
綿
糸
輸
出
に
シ
フ
ト
し
つ

つ
製
品
輸
出
額
を
ほ
ぼ
維
持
し
な
が
ら
原
料
輸
入
を
半
減
さ
せ
、
結
果
と
し
て
綿
業
第
三
国
収
支
を
赤
字
か
ら
黒
字
に
し
た
の
で
あ
る
。

外
貨
節
約
↓
獲
得
に
寄
与
し
た
綿
花
輸
入
の
月
別
推
移
を
示
し
た
図
３
を
検
討
し
よ
う
。
羊
毛
と
同
じ
く
三
五
年
、
三
六
年
に
み
ら
れ

た
激
し
い
季
節
変
動
が
、
リ
ン
ク
制
下
に
お
い
て
は
抑
制
さ
れ
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
円
ブ
ロ
ッ
ク
輸
入
綿
花
の
動
向
で
あ
る
。
羊

毛
と
同
じ
よ
う
に
中
国
占
領
地
に
お
け
る
綿
花
生
産
奨
励
策
が
実
行
さ
れ
、
対
日
供
給
に
も
大
き
な
期
待
が
か
け
ら
れ
て

57
）

い
た
。
三
八
年

上
半
期
に
は
円
ブ
ロ
ッ
ク
の
輸
入
が
増
え
て
い
る
が
、
同
年
下
半
期
以
降
は
低
い
水
準
で
推
移
し
て
い
る
。
中
国
産
綿
花
の
対
日
供
給
は

き
わ
め
て
マ
イ
ナ
ー
な
位
置
を
占
め
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
リ
ン
ク
制
の
目
的
が
外
貨
獲
得
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
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ま
で
の
分
析
は
、
輸
出
入
の
金
額
を
問
題
に
し
て
き
た
。
綿
花
輸
入
に
つ
い

て
は
、
物
的
な
側
面
も
考
慮
し
て
綿
花
輸
入
数
量
に
つ
い
て
も
一
瞥
し
て
お

き
た
い
。
図
４
は
輸
入
先
別
に
み
た
数
量
ベ
ー
ス
の
グ
ラ
フ
で
あ
る
。
金
額

ベ
ー
ス
の
図
３
で
は
三
七
年
に
対
し
て
三
八
年
以
降
が
半
分
以
下
の
水
準
と

な
っ
て
い
た
が
、
数
量
ベ
ー
ス
で
み
る
と
そ
の
差
は
や
や
小
さ
く
な
る
。
ま

た
、
リ
ン
ク
制
実
施
期
に
対
日
供
給
の
主
た
る
供
給
元
は
ア
メ
リ
カ（
米
棉
）

と
英
領
イ
ン
ド
（
イ
ン
ド
棉
）
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
数
量
ベ
ー
ス
で

も
円
ブ
ロ
ッ
ク
（
中
国
棉
）
は
マ
イ
ナ
ー
な
位
置
し
か
占
め
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

繊
維
品

以
上
の
分
析
を
ふ
ま
え
て
、
総
括
的
な
デ
ー
タ
を
作
成
し
た
。
図
５
は
各

繊
維
収
支
と
繊
維
輸
出
額
を
月
別
に
み
た
も
の
で
あ
る
。
グ
ラ
フ
の
「
第
三

国
輸
出
額
」
に
は
リ
ン
ク
制
が
実
施
さ
れ
た
綿
、
羊
毛
、
人
絹
関
係
品
に
加

え
て
国
産
原
料
か
ら
つ
く
ら
れ
る
生
糸
、
絹
織
物
も
含
め
た
数
値
を
計
上
し

た
。「
繊
維
収
支
」は
、
リ
ン
ク
制
関
係
の
綿
業
収
支
、
羊
毛
収
支
、
人
絹
収

支
の
合
計
で
あ
る
。
図
５
の
注
に
あ
る
よ
う
に
、
資
料
的
制
約
か
ら
毛
糸
輸

出
の
デ
ー
タ
が
含
ま
れ
ず
、
ま
た
綿
関
係
で
は
綿
タ
オ
ル
、
メ
リ
ヤ
ス
を
加

図３ 綿花輸入価額

資料：大蔵省『外国貿易月表』各月
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え
る
な
ど
表
３
、
表
４
と
は
若
干
の
基
準
の
ズ
レ
が
あ
る
が
、
大
勢

を
知
る
に
は
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。

ま
ず
、
各
収
支
の
動
向
を
み
る
と
、
日
中
戦
争
前
の
三
五
年
に
は
、

人
絹
収
支
は
常
に
黒
字
で
推
移
し
て
い
る
が
、
綿
業
収
支
は
上
半
期

に
赤
字
、
下
半
期
（
八
月
〜
十
月
）
に
黒
字
と
な
る
。
羊
毛
収
支
は

上
半
期
に
赤
字
、
下
半
期
に
は
赤
字
幅
は
縮
小
す
る
も
の
の
黒
字
に

は
至
ら
な
い
。
結
果
と
し
て
繊
維
収
支
は
上
半
期
赤
字
、
下
半
期（
八

月
〜
十
月
）
黒
字
と
な
っ
て
る
。
三
六
年
は
綿
業
収
支
が
下
半
期
に

も
黒
字
に
な
ら
ず
、
羊
毛
収
支
が
八
月
に
一
回
黒
字
に
転
ず
る
の
み

で
、
十
一
月
、
十
二
月
に
は
見
越
し
輸
入
に
よ
り
巨
額
の
赤
字
を
記

録
し
、
そ
の
ま
ま
三
七
年
上
半
期
に
突
入
し
た
。
三
七
年
一
月
以
降
、

輸
入
為
替
許
可
制
実
施
と
そ
の
強
化
に
よ
っ
て
、
繊
維
収
支
は
急
上

昇
を
み
せ
、
三
七
年
九
月
か
ら
三
八
年
二
月
ま
で
綿
業
収
支
が
連
続

し
て
黒
字
を
記
録
し
、
繊
維
収
支
も
こ
れ
に
規
定
さ
れ
て
黒
字
を
続

け
た
。
こ
れ
は
、
原
料
輸
入
を
厳
し
く
制
限
し
た
結
果
で
あ
っ
た
の

で
、
図
５
の
上
を
走
る
第
三
国
輸
出
額
は
、
生
糸
、
絹
織
物
を
含
む

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
三
八
年
一
月
か
ら
七
月
ま
で
連
続
し
て
八
千
万

図４ 綿花輸入数量

資料：日本棉花同業会『棉花綿糸綿布月報』各月
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円
未
満
と
い
う
不
振
に
陥
っ
た
の
で

あ
る
。

リ
ン
ク
制
が
出
そ
ろ
う
三
八
年
下

半
期
以
降
を
み
る
と
、
各
繊
維
収
支

は
、
い
ず
れ
も
好
転
し
均
衡
を
維
持

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
表
２

〜
表
４
に
よ
り
累
年
デ
ー
タ
の
黒
字

化
（
赤
字
幅
縮
小
）
は
確
認
済
み
だ

が
、
月
別
に
み
た
場
合
に
、
収
支
の

季
節
変
動
も
押
さ
え
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
し
か
も
、
重
要
な
の
は
、

繊
維
収
支
が
均
衡
し
て
い
る
時
期

に
、
第
三
国
輸
出
額
が
顕
著
に
増
大

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
三
九
年
一

月
、
二
月
に
減
退
し
て
以
降
、
同
年

十
二
月
の
ピ
ー
ク
（
約
一
億
五
千
万

円
）
ま
で
、
増
大
傾
向
を
続
け
て
い

図５ 繊維品第三国貿易収支

注１ 綿業第三国収支は，綿糸，綿織物，綿タオル，メリヤスの対第三国輸出額から対第三
国綿花輸入額を引いたもの。

２ 羊毛第三国収支は，対第三国毛織物輸出額から対第三国羊毛輸入額を引いたもの。毛
糸は『外国貿易月表』の項目として掲載されていないため，表３の数値と差が生じて
いる。

３ 人絹収支は，人絹糸，人絹織物の対第三国輸出額から人絹パルプの対第三国輸入額を
引いたもの。

４ 第三国輸出額は，綿糸，綿織物，綿タオル，メリヤス，毛織物，人絹糸，人絹織物，
生糸，絹織物の輸出額の合計。

５ 繊維収支は綿業収支，羊毛収支，人絹収支を合計したもの。生糸，絹織物輸出は含ま
ない。

資料：大蔵省『外国貿易月表』各月
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る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
繊
維
輸
出
入
リ
ン
ク
制
は
、
平
時
に
恒
常
的
に
発
生
し
た
繊
維
収
支
の
赤
字
を
ほ
ぼ
解
消
し
、
同
時
に
繊

維
品
の
第
三
国
輸
出
額
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
、
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
平
時
に
お
い
て
繊
維
収
支

は
赤
字
を
基
調
と
し
て
い
た
た
め
に
、
達
成
さ
れ
た
の
は
厳
密
に
は
外
貨
獲
得
で
は
な
く
繊
維
収
支
の
均
衡
化
、
す
な
わ
ち
外
貨
節
約
に

と
ど
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

③
リ
ン
ク
制
の
終
焉

繊
維
の
輸
出
入
リ
ン
ク
制
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
界
内
部
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
を
露
呈
し
て
い
た
が
、
外
貨
節
約
と
輸
出
増
進
の

機
能
は
果
た
し
て
い
た
。
リ
ン
ク
制
が
意
味
を
失
っ
て
い
く
の
は
、
目
的
で
あ
る
外
貨
獲
得
そ
れ
自
体
の
意
義
が
薄
れ
て
き
た
か
ら
で
あ

る
。
外
貨
獲
得
策
そ
れ
自
体
の
見
直
し
の
契
機
を
示
す
も
の
と
し
て
重
要
な
の
は
、
四
〇
年
九
月
の「
外
交
転
換
」で
あ
る
。「
外
交
転
換
」

と
は
、
九
月
二
七
日
の
日
独
伊
三
国
同
盟
締
結
を
受
け
て
言
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
英
米
圏
と
の
協
調
を
必
要
と
し
た
外
貨
獲
得
策

が
終
焉
に
近
づ
い
て
い
る
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。
こ
の
日
の
閣
議
で
は
「
外
交
転
換
ニ
伴
フ
応
急
対
策
要
目
」
が
閣
議
決
定
さ
れ

た
。
貿
易
に
関
す
る
部
分
を
み
る
と

（
８
）
貿
易
対
策
ノ
改
訂

（
イ
）
独
伊
ニ
対
ス
ル
貿
易
ノ
促
進

（
ロ
）
東
亜
共
栄
圏
ノ
貿
易
ノ
増
強

（
ハ
）
輸
出
物
資
ノ
転
換

（
ニ
）
第
三
国
利
用
、
輸
出
入
先
ノ
転
換
等
輸
出
入
対
策
ノ
樹
立
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（
９
）
国
内
繊
維
資
源
ノ
補
給
ニ
重
点
ヲ
置
ク
生
糸
政
策
ノ
転
換

尚
当
面
帝
蚕
ノ
生
糸
買
上
資
金
ニ
対
ス
ル
強
制
融
資
ヲ
拡
大
ス
ル

58
）

コ
ト

と
英
米
を
中
心
と
す
る
第
三
国
貿
易
を
重
視
し
、
円
ブ
ロ
ッ
ク
貿
易
を
抑
制
す
る
と
い
う
従
来
の
輸
出
振
興
策
か
ら
転
換
し
よ
う
と
し
て

い
る
こ
と
を
明
瞭
に
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
最
大
の
外
貨
獲
得
商
品
で
あ
っ
た
生
糸
に
つ
い
て
、
国
内
繊
維
原
料
と
し
て
の

位
置
づ
け
を
初
め
て
打
ち
出
し
た
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。
四
〇
年
九
月
の
外
交
転
換
に
よ
り
外
貨
獲
得
の
必
要
性
が
失
わ
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。「
生
糸
政
策
ノ
転
換
」
に
つ
い
て
、
こ
の
後
農
林
省
は
二
つ
の
文
書
（
左
の
Ａ
、
Ｂ
）
を
作
成
し
て
い
る
。

Ａ

外
交
転
換
ニ
伴
フ
新
蚕
糸
政
策
要
綱
（
一
九
四
〇
年
一
〇
月
四
日
）

第
一

基
本
方
針

本
邦
蚕
糸
業
ハ
幕
末
開
国
ノ
当
初
ヨ
リ
対
米
輸
出
ヲ
主
眼
ト
シ
テ
輸
出
貿
易
ノ
大
宗
ト
シ
テ
発
達
シ
来
リ
其
ノ
金
額
ハ
四
億
乃
至
八

億
円
ニ
上
リ
タ
ル
ガ
…
殊
ニ
最
近
国
際
情
勢
ノ
激
変
ニ
際
会
シ
我
ガ
外
交
方
針
ノ
大
転
換
ヲ
見
ル
ニ
及
ビ
将
来
対
米
輸
出
ニ
依
存
ス

ル
コ
ト
ノ
至
難
ナ
ル
事
態
モ
発
生
ス
ベ
ク
他
面
羊
毛
及
棉
花
等
ノ
獲
得
困
難
ト
ナ
リ
テ
之
等
繊
維
資
源
ノ
補
塡
ヲ
策
ス
ル
ノ
要
ア
ル

ヲ
以
テ
急
速
ニ
蚕
糸
業
ノ
機
構
ヲ
整
備
シ
万
一
ノ
場
合
ニ
遭
遇
ス
ル
モ
本
邦
繊
維
資
源
ノ
供
給
及
蚕
糸
業
ノ
維
持
安
定
上
大
ナ
ル
支

障
ナ
カ
ル
ベ
キ
体
制
ヲ
確
立
ス
ル
コ
ト
緊
要
ナ
リ
ト
ス
…

生
糸
用
途
ノ
転
換

従
来
主
と
し
て
米
国
ニ
於
ケ
ル
絹
靴
下
等
ノ
製
造
ノ
為
十
四
中
又
ハ
二
十
一
中
ヲ
目
標
ト
シ
テ
輸
出
向
ニ
製
造
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ

ヲ
、
羊
毛
代
用
、
人
絹
ス
フ
混
織
其
ノ
他
国
内
繊
維
資
源
ノ
欠
陥
ヲ
補
塡
ス
ル
用
途
ニ
向
ハ
シ
ム
ル
様
生
糸
用
途
ノ
転
換
ヲ
策
ス
ル

モ
ノ
ト
ス
（
以

59
）

下
略
）
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Ｂ

蚕
糸
業
管
理
制
度
要
綱
（
一
九
四
〇
年
一
一
月
一
五
日
）

今
後
ノ
蚕
糸
業
ハ
国
内
繊
維
資
源
ノ
補
給
ニ
重
点
ヲ
置
キ
可
能
ナ
ル
限
リ
輸
出
ノ
維
持
ニ
努
ム
ル
モ
必
要
ア
ル
場
合
ハ
直
ニ
国
内
ノ

用
途
ニ
振
向
ケ
得
ル
体
制
ヲ
整
フ
ル
要
ア
リ
…

第
一

蚕
糸
需
給
計
画
ノ
設
定

…
従
来
輸
出
向
生
糸
ノ
生
産
ニ
偏
シ
タ
ル
ヲ
改
メ
繭
、
生
糸
及
蚕
種
ノ
用
途
別
需
給
計
画
ヲ
定
メ
之
ニ
基
キ
生
産
配
給
並
□
□
□
ノ

計
画
化
ヲ
図
ル
モ
ノ
ト
ス

一
、
輸
出
向
優
良
生
糸
ニ
付
テ
ハ
輸
出
計
画
ニ
従
ヒ
一
定
範
囲
ノ
製
糸
業
者
ヲ
シ
テ
之
ヲ
生
産
セ
シ
ム
ル
コ
ト

二
、
国
内
向
生
糸
ニ
付
テ
ハ
従
来
ノ
用
途
ノ
外
実
用
絹
製
品
及
人
絹
ス
フ
混
織
用
ト
シ
テ
計
画
生
産
ヲ
行
フ
コ
ト

三
、
羊
毛
等
ノ
補
給
ニ
資
ス
ル
ガ
為
繭
ノ
一
定
数
量
ヲ
短
繊
維
ト
シ
テ
処
理
ス
ル
コ
ト
（
以

60
）

下
略
）

生
糸
は
「
国
内
繊
維
資
源
ノ
補
給
」
に
重
点
を
置
く
こ
と
、
す
な
わ
ち
輸
出
用
生
糸
を
減
ら
し
絹
織
物
製
織
お
よ
び
人
絹
織
物
・
ス
フ

織
物
と
の
混
織
用
に
用
い
る
こ
と
が
提
起
さ
れ
、
福
井
産
地
に
お
け
る
絹
人
絹
交
織

61
）

全
盛
に
拍
車
を
か
け
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

も
は
や
外
貨
獲
得
の
必
要
性
が
低
下
し
て
し
ま
っ
た
以
上
、
リ
ン
ク
制
の
役
割
は
終
わ
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
四
一
年
八
月
の
ア
メ
リ
カ
に

よ
る
在
米
日
本
資
産
凍
結
措
置
の
直
前
、
七
月
末
に
繊
維
リ
ン
ク
制
全
廃
が
決
定
さ
れ
新
聞
に
報
道
さ

62
）

れ
た
。

お
わ
り
に

日
中
戦
争
期
（＝

日
中
戦
争
段
階
、
一
九
三
七
年
〜
四
一
年
）
に
外
貨
獲
得
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
輸
出
入
リ
ン
ク
制
は
、
民
間
の
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支
持
を
得
な
が
ら
吉
野
商
相
期
に
始
ま
り
、
池
田
蔵
商
相
期
に
制
度
を
確
立
さ
せ
た
。
繊
維
原
料
を
輸
入
す
べ
き
第
三
国
も
、
繊
維
製
品

を
輸
出
す
べ
き
第
三
国
も
、
要
す
る
に
英
米
圏
で
あ
っ
た
が
た
め
に
、
輸
出
入
リ
ン
ク
制
を
維
持
・
拡
大
し
て
い
る
限
り
は
、
あ
る
程
度

の
対
英
米
協
調
を
維
持
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
の
期
間
に
は
、
中
国
占
領
地
、
満
州
国
と
の
円
ブ
ロ
ッ
ク
貿
易
は
抑
制
さ
れ
、
大
陸
占

領
行
政
当
局
お
よ
び
経
済
界
か
ら
は
、
そ
の
抑
制
の
解
除
を
求
め
ら
れ
続
け
た
が
、
あ
く
ま
で
も
日
本
政
府
の
基
本
路
線
は
外
貨
獲
得
、

第
三
国
貿
易
重
視
で
あ
っ
た
。
主
要
な
商
品
別
リ
ン
ク
制
（
綿
業
、
羊
毛
、
人
絹
）
に
つ
い
て
輸
出
入
リ
ン
ク
制
の
外
貨
獲
得
、
輸
出
振

興
の
効
果
を
分
析
す
る
と
、
恒
常
的
に
抱
え
て
い
た
綿
業
収
支
赤
字
、
羊
毛
収
支
赤
字
が
解
消
し
た
こ
と
に
よ
り
、
外
貨
節
約
は
顕
著
で

あ
る
こ
と
、
輸
出
振
興
（＝
輸
出
額
増
大
）
も
日
中
戦
争
前
水
準
を
上
回
る
水
準
に
ま
で
到
達
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
政
府
は
四
〇
年
春
の
ド
イ
ツ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
制
圧
に
眩
惑
さ
れ
、「
無
主
の
地
」南
方
へ
の
進
出
方
針
を

固
め
て
い
っ
た
。
こ
の
年
に
英
米
と
の
決
裂
を
示
す
で
き
ご
と
は
連
続
的
に
起
き
る
が
、
経
済
政
策
全
般
に
わ
た
り
影
響
が
大
き
か
っ
た

の
は
、
同
年
九
月
の
外
交
転
換
で
あ
る
。
外
貨
獲
得
そ
の
も
の
が
事
実
上
放
棄
さ
れ
る
に
至
り
、
輸
出
入
リ
ン
ク
制
の
存
在
理
由
も
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
一
九
四
〇
年
九
月
の
外
交
転
換
に
至
る
経
緯
に
つ
い
て
は
、
政
治
・
経
済
の
両
側
面
か
ら
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
だ

ろ
う
。

註

（
１
）

原
朗
「
日
中
戦
争
期
の
外
貨
決
済
（
一
）」
東
京
大
学
『
経
済
学
論
集
』
第
三
八
巻
第
一
号
、
一
九
七
二
年
。

（
２
）

東
亜
経
済
懇
談
会
『
昭
和
十
七
年
度
東
亜
経
済
要
覧
』
一
九
四
一
年
、
一
九
〇
頁
〜
一
九
一
頁
。

（
３
）

拙
稿
「
日
中
戦
争
期
の
貿
易
構
想
」『
道
歴
研
年
報
』
第
六
号
、
二
〇
〇
六
年
。
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（
４
）

財
団
法
人
金
融
研
究
会
『
我
国
金
融
事
情
（
第
壱
巻
）』
一
九
三
九
年
（
日
本
銀
行
調
査
局
『
日
本
金
融
史
資
料
昭
和
編
第
二
八
巻

戦
時
金
融
関
係
資
料

（
二
）』
一
九
七
〇
年
、
所
収
）
一
二
二
頁
〜
一
二
三
頁
。

（
５
）
「
軍
需
用
原
料
品
の
輸
入
確
保
が
主
眼

消
費
統
制
で
為
替
維
持

事
変
下
の
わ
が
貿
易
政
策

商
工
大
臣
吉
野
信
次
」『
大
阪
朝
日
新
聞
』
一
九
三
八
年

一
月
五
日
。

（
６
）

繊
維
工
業
関
係
と
し
て
は
、
綿
製
品
・
ス
フ
等
混
用
規
則
を
公
布
（
一
九
三
七
年
十
二
月
二
七
日
）
し
、
代
用
品
と
し
て
ス
テ
ー
プ
ル
・
フ
ァ
イ
バ
ー
の

生
産
と
消
費
を
奨
励
し
た
。

（
７
）

通
商
局
総
務
課
『
昭
和
十
二
年
十
月
本
邦
通
商
振
興
方
策
ニ
関
ス
ル
調
書

第
一
輯
本
邦
対
各
国
別
方
策
（
其
一
）』（
外
務
省
外
交
史
料
館
所
蔵
）。

（
８
）

通
商
局
総
務
課
『
昭
和
十
二
年
十
月
本
邦
通
商
振
興
方
策
ニ
関
ス
ル
調
書

第
一
輯
本
邦
対
各
国
別
方
策
（
其
一
）』（
前
掲
）。

（
９
）

戦
前
期
官
僚
制
研
究
会
編
、
秦
郁
彦
著
『
戦
前
期
日
本
官
僚
制
の
制
度
・
組
織
・
人
事
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
一
年
。
以
下
、
官
僚
・
外
交
官
の

経
歴
は
特
に
断
ら
な
い
限
り
同
書
に
よ
る
。

（
10
）

外
務
省
通
商
局
『
昭
和
十
三
年
版
各
国
通
商
の
動
向
と
日
本
』
一
九
三
八
年
、
一
六
頁
。

（
11
）
「
日
本
の
貿
易
の
特
徴
は
第
一
に
輸
入
先
と
輸
出
先
と
の
食
違
が
頗
る
大
き
い
こ
と
で
あ
る
。日
本
は
資
源
に
乏
し
い
為
め
工
業
原
料
を
海
外
諸
国
か
ら
輸

入
し
之
を
製
造
品
と
し
て
輸
出
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
立
場
に
在
る
の
で
、
輸
出
増
加
は
必
然
的
に
輸
入
増
加
を
伴
ふ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
従
来
原
料
品
の

輸
入
先
と
製
品
の
輸
出
先
が
地
域
的
に
異
な
つ
て
居
た
場
合
が
多
い
。
…
日
本
の
貿
易
の
第
二
の
特
徴
と
目
す
べ
き
も
の
は
輸
出
市
場
分
散
化
の
傾
向
で
あ

る
。
近
年
日
本
商
品
の
新
販
路
開
拓
の
努
力
が
功
を
奏
し
輸
出
市
場
は
地
域
的
に
著
し
く
拡
大
し
た
結
果
従
来
米
国
、
支
那
、
満
州
、
蘭
領
印
度
等
に
偏
在

し
て
居
た
日
本
の
輸
出
市
場
は
広
く
世
界
各
地
に
分
散
せ
ら
れ
…
即
ち
日
本
は
一
方
に
原
料
購
入
に
依
る
莫
大
な
輸
入
超
過
の
相
手
国
を
有
し
乍
ら
、
他
方

最
近
開
拓
さ
れ
た
新
市
場
に
於
て
は
輸
出
超
過
の
片
貿
易
と
な
つ
て
居
る
所
が
少
く
な
い
…
」
外
務
省
通
商
局
『
昭
和
十
三
年
版
各
国
通
商
の
動
向
と
日
本
』

（
前
掲
）
一
五
頁

（
12
）

た
と
え
ば
大
蔵
省
昭
和
財
政
史
編
集
室
編
『
昭
和
財
政
史
第
一
三
巻
国
際
金
融
・
貿
易
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
六
三
年
。
実
は
、
こ
の
よ
う
な
認
識

は
同
時
代
人
の
観
察
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
財
団
法
人
金
融
研
究
会
が
一
九
三
九
年
に
書
き
記
し
た
事
を
要
約
す
る
と
、
昭
和
十
一
年
以
降
の
準

戦
時
体
制
期
お
よ
び
日
中
戦
争
初
期
に
は
輸
出
振
興
よ
り
も
輸
入
抑
制
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
て
、
そ
の
結
果
昭
和
十
三
年
に
は
入
超
が
縮
減
し
出
超
に
さ

え
な
っ
た
、
こ
れ
は
輸
入
原
料
の
加
工
貿
易
と
い
う
性
格
ゆ
え
必
然
的
に
輸
出
の
減
少
を
も
た
ら
し
「
こ
の
輸
出
減
少
に
対
し
収
支
を
合
せ
ん
と
し
て
輸
入
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を
抑
制
す
れ
ば
再
び
輸
出
の
減
少
を
来
す
と
い
ふ
悪
循
環
を
生
ず
る
」
の
で
あ
る
、
十
三
年
五
月
の
池
田
蔵
商
相
の
も
と
に
輸
出
入
リ
ン
ク
制
が
次
々
に
行

わ
れ
、
同
年
七
月
に
は
外
国
為
替
基
金
が
設
定
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
従
来
の
正
貨
現
送
と
異
な
り
将
来
の
外
貨
獲
得
と
い
う
積
極
性
を
有
し
て
い
た
、
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
財
団
法
人
金
融
研
究
会
『
我
国
金
融
事
情
（
第
壱
巻
）』（
前
掲
）
一
二
二
頁
〜
一
二
三
頁

（
13
）

小
倉
一
郎
『
概
観
昭
和
交
易
史
』
事
業
と
経
済

翼
書
房
、
一
九
四
四
年
、
四
二
頁
。

（
14
）
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
一
九
三
七
年
一
〇
月
六
日
。

（
15
）
「
昭
和
十
三
年
度
（
自
昭
和
十
二
年
九
月
一
日
至
昭
和
十
三
年
八
月
末
日
）
ニ
於
ケ
ル
羊
毛
ノ
輸
入
方
針
ニ
関
ス
ル
件
」
昭
和
十
二
年
十
月
九
日
（
国
策
研

究
会
文
書
『
毛
織
物
、
ス
・
フ
統
制
』
綴
）。

（
16
）
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
一
九
三
七
年
一
二
月
二
二
日
。

（
17
）

日
満
財
政
経
済
研
究
会
『
輸
出
振
興
計
画
案
』
一
九
三
八
年
二
月
（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
）。

（
18
）
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
一
九
三
八
年
三
月
二
日
。

（
19
）
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
一
九
三
八
年
四
月
一
〇
日
。

（
20
）
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
一
九
三
八
年
四
月
一
〇
日
。

（
21
）
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
一
九
三
八
年
四
月
一
三
日
。

（
22
）

田
中
完
三
「
輸
出
増
進
の
最
上
策
」『
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
』
第
二
六
巻
第
一
五
号
、
一
九
三
八
年
五
月
二
一
日
。

（
23
）
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
一
九
三
八
年
四
月
二
八
日
。

（
24
）
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
一
九
三
八
年
五
月
三
一
日
夕
刊
。

（
25
）
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
一
九
三
八
年
五
月
二
五
日
。

（
26
）
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
一
九
三
八
年
五
月
一
九
日
。

（
27
）

商
工
省
寺
尾
貿
易
局
長
官
「
国
家
総
動
員
会
議
ニ
於
ケ
ル
各
庁
説
明
要
旨

貿
易
ニ
関
ス
ル
事
項
」
昭
和
十
三
年
五
月
一
九
日
、
企
画
院
（
国
策
研
究
会

文
書
『
国
家
総
動
員
会
議
資
料
』
綴
）。

（
28
）
『
大
坂
朝
日
新
聞
』
一
九
三
八
年
五
月
一
七
日
。

（
29
）

財
団
法
人
金
融
研
究
会
『
我
国
金
融
事
情
（
第
壱
巻
）』（
前
掲
）
一
三
七
頁
。
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（
30
）

財
団
法
人
金
融
研
究
会
『
我
国
金
融
事
情
（
第
壱
巻
）』（
前
掲
）
一
三
八
頁
。

（
31
）
『
大
坂
朝
日
新
聞
』
一
九
三
八
年
一
〇
月
八
日

（
32
）

池
田
成
彬
の
政
策
・
路
線
の
評
価
に
つ
い
て
は
松
浦
正
孝
『
日
中
戦
争
期
に
お
け
る
経
済
と
政
治
｜

近
衛
文
麿
と
池
田
成
彬
｜

』
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
九
五
年
を
参
照
。

（
33
）

三
八
年
五
月
〜
九
月
、
貿
易
局
第
一
部
部
長
だ
っ
た
塩
谷
狩
野
吉
が
「
総
合
リ
ン
ク
制
は
、
思
想
的
に
言
え
ば
自
由
主
義
へ
の
逆
転
な
ん
だ
。
為
替
管
理

局
が
や
っ
て
威
張
っ
て
い
る
の
を
、
行
き
過
ぎ
じ
ゃ
な
い
か
、
も
っ
と
自
動
的
に
流
せ
と
い
う
の
が
総
合
リ
ン
ク
の
ね
ら
い
で
す
。」と
証
言
し
て
い
る
。『
商

工
行
政
史
談
会
速
記
録（
一
七
）』一
九
五
〇
年
一
月
、
一
八
一
頁
、
引
用
は
寺
村
泰「
日
中
戦
争
期
の
貿
易
政
策
｜

綿
業
リ
ン
ク
制
と
綿
布
滞
貨
問
題
｜

」

（
近
代
日
本
研
究
会
『
年
報
近
代
日
本
研
究
九
戦
時
経
済
』
山
川
出
版
社
、
一
九
八
七
年
、
所
収
）
九
九
頁
。

（
34
）

以
上
、
綿
業
リ
ン
ク
制
に
関
す
る
記
述
は
寺
村
泰
前
掲
論
文
に
よ
る
。

（
35
）

財
団
法
人
金
融
研
究
会
『
我
国
金
融
事
情
（
第
壱
巻
）』（
前
掲
）
一
三
五
頁
〜
一
三
六
頁
。

（
36
）

通
商
産
業
省
『
商
工
政
策
史
第
一
六
巻
繊
維
工
業
（
下
）』
一
九
七
二
年
、
一
一
四
頁
〜
一
一
五
頁

（
37
）

人
絹
リ
ン
ク
制
の
実
施
に
至
る
過
程
に
つ
い
て
は
白
木
沢
旭
児
執
筆
「
日
中
戦
争
期
の
繊
維
産
業
」（
福
井
県
『
福
井
県
史

通
史
編
六
近
現
代
二
』
一
九

九
六
年
、
所
収
）
参
照
。

（
38
）

絹
織
物
・
人
絹
織
物
輸
出
商
人
が
組
織
し
た
輸
出
組
合
の
全
国
連
合
会
。

（
39
）

絹
織
物
・
人
絹
織
物
の
内
地
向
け
販
売
を
手
が
け
る
商
人
が
組
織
し
た
商
業
組
合
の
全
国
連
合
会
。

（
40
）

福
井
県
繊
維
協
会
『
福
井
県
繊
維
産
業
史
』
一
九
七
一
年
、
一
七
九
頁
〜
一
八
一
頁
。

（
41
）

帝
国
人
絹
、
旭
絹
織
、
東
洋
レ
ー
ヨ
ン
、
日
本
レ
イ
ヨ
ン
、
東
京
人
絹
、
三
重
人
絹
な
ど
人
絹
糸
メ
ー
カ
ー
に
よ
り
結
成
さ
れ
た
同
業
者
団
体
（
任
意
団

体
）。
山
崎
広
明
『
日
本
化
繊
産
業
発
達
史
論
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
五
年
、
二
九
九
頁
。

（
42
）

人
絹
織
物
業
の
機
業
家
（
織
物
製
造
業
者
）
に
よ
り
組
織
さ
れ
た
各
産
地
工
業
組
合
の
全
国
連
合
会
。
一
九
三
四
年
十
一
月
に
結
成
さ
れ
た
。
白
木
沢
旭

児
『
大
恐
慌
期
日
本
の
通
商
問
題
』
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
九
九
年
、
三
一
七
頁
。

（
43
）

福
井
県
繊
維
協
会
『
福
井
県
繊
維
産
業
史
』（
前
掲
）、
一
八
三
頁
。

（
44
）

協
定
糸
供
給
不
円
滑
問
題
に
つ
い
て
は
「
日
中
戦
争
期
の
繊
維
産
業
」（
前
掲
）
参
照
。
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（
45
）

人
絹
糸
第
三
国
向
け
輸
出
の
主
な
輸
出
先
は
一
九
三
九
年
に
お
い
て
第
一
位
英
領
イ
ン
ド
、
第
二
位
メ
キ
シ
コ
、
第
三
位
蘭
領
イ
ン
ド
、
第
四
位
香
港
、

第
五
位
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
あ
る
（
数
値
は
大
蔵
省
『
昭
和
十
五
年
日
本
外
国
貿
易
年
表
上
篇
』）。
織
物
輸
出
か
ら
原
糸
輸
出
へ
の
転
換
は
、
輸
出
国
側
か

ら
み
る
と
付
加
価
値
を
低
め
て
輸
出
す
る
こ
と
で
あ
り
、
輸
出
先
に
お
け
る
織
物
業
の
発
達
を
促
進
・
助
長
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

（
46
）

こ
の
間
人
絹
織
物
の
輸
出
数
量
は
約
四
億
八
千
万
平
方
碼
か
ら
約
二
億
六
千
万
平
方
碼
へ
と
激
減
し
、
人
絹
糸
の
輸
出
数
量
は
約
二
八
〇
〇
万
斤
か
ら
約

三
七
〇
〇
万
斤
へ
と
増
加
し
て
い
る（
表
２
）。
日
本
国
内
は
も
と
よ
り
世
界
的
に
イ
ン
フ
レ
が
進
行
し
て
い
る
た
め
、
単
価
は
上
昇
し
て
い
た
。
し
か
し
本

稿
の
課
題
は
、
外
貨
獲
得
を
い
か
に
達
成
で
き
た
か
、
に
あ
る
の
で
数
量
の
動
向
よ
り
も
価
額
の
変
化
を
重
視
し
て
い
る
。
輸
出
数
量
が
減
っ
た
と
し
て
も

輸
出
価
額
が
増
加
す
れ
ば
、
外
貨
獲
得
上
は
寄
与
し
て
い
る
、
と
評
価
し
て
い
る
。

（
47
）

人
絹
用
パ
ル
プ
第
三
国
輸
入
の
主
な
輸
入
先
は
一
九
三
九
年
に
は
第
一
位
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
第
二
位
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
第
三
位
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
第
四
位

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
第
五
位
カ
ナ
ダ
で
あ
る
（
数
値
は
大
蔵
省
『
昭
和
十
五
年
日
本
外
国
貿
易
年
表
上
篇
』）。
な
お
、
大
蔵
省
は
為
替
許
可
を
出
す
際
に
、
季

節
的
な
輸
入
量
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
嫌
い
、
極
力
毎
月
輸
入
量
を
平
均
化
（
平
準
化
）
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
た
。

（
48
）

製
紙
用
パ
ル
プ
が
輸
入
に
お
け
る
シ
ェ
ア
を
低
下
さ
せ
て
い
る
要
因
と
し
て
、
樺
太
に
お
け
る
パ
ル
プ
増
産
の
事
実
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
49
）

羊
毛
輸
入
先
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
大
部
分
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
あ
っ
た
が
、
一
九
三
六
年
の
日
豪
紛
争
前
後
か
ら
、「
羊
毛
分
散
買
付
」が
模
索
さ
れ
は

じ
め
、
南
ア
フ
リ
カ
連
邦
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ウ
ル
グ
ア
イ
な
ど
の
羊
毛
が
注
目
さ
れ
た
。
ま
た
、
日
豪
紛
争
を
解
決
さ
せ
た
日
豪
間
の
新
通
商
協
定
は
日

中
戦
争
期
に
お
い
て
も
更
新
さ
れ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
羊
毛
の
輸
入
は
継
続
し
て
い
た
。
第
三
国
輸
入
先
の
主
な
も
の
は
一
九
三
九
年
に
は
第
一
位
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
、
第
二
位
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
第
三
位
南
ア
フ
リ
カ
連
邦
、
第
四
位
ウ
ル
グ
ア
イ
、
第
五
位
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
あ
っ
た
。
ま
た
同
年
の
毛
糸
の
第

三
国
輸
出
先
は
一
位
ブ
ラ
ジ
ル
、
二
位
英
領
イ
ン
ド
、
三
位
香
港
、
四
位
オ
ラ
ン
ダ
、
五
位
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
あ
っ
た
（
数
値
は
大
蔵
省
『
昭
和
十
五
年
日

本
外
国
貿
易
年
表
上
篇
』）。

（
50
）

中
国
大
陸
の
蒙
彊
政
権
管
内
か
ら
産
出
さ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
山
西
羊
毛
に
つ
い
て
、
従
来
は
品
質
面
に
難
が
あ
り
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
毛
糸
紡
績
企

業
側
が
山
西
羊
毛
を
使
用
す
る
た
め
の
研
究
を
始
め
て
い
る
。
た
だ
し
、
羊
毛
の
大
部
分
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
依
存
す
る
と
い
う
構
造
は
変
わ
ら
な
か
っ

た
。
拙
稿
「
日
中
戦
争
期
の
貿
易
構
想
」（
前
掲
）。

（
51
）

通
商
産
業
省
『
商
工
政
策
史
第
六
巻
貿
易
（
下
）』
一
九
七
一
年
、
原
朗
前
掲
論
文
、
寺
村
泰
前
掲
論
文
、
高
村
直
助
「
綿
業
輸
出
入
リ
ン
ク
制
下
に
お
け

る
紡
績
業
と
産
地
機
業
」（
近
代
日
本
研
究
会
『
年
報
近
代
日
本
研
究
９
戦
時
経
済
』
山
川
出
版
社
、
一
九
八
七
年
、
所
収
）、
高
村
直
助
「
第
五
章
民
需
産
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北
大
文
学
研
究
科
紀
要



業
」（
大
石
嘉
一
郎
編
『
日
本
帝
国
主
義
史
３
第
二
次
大
戦
期
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
四
年
、
所
収
）。

（
52
）

通
商
産
業
省
『
商
工
政
策
史
第
六
巻
貿
易
（
下
）』（
前
掲
）
二
五
七
頁
。

（
53
）

通
商
産
業
省
『
商
工
政
策
史
第
一
六
巻
繊
維
工
業
（
下
）』（
前
掲
）
一
二
六
頁
〜
一
二
九
頁
。

（
54
）

寺
村
泰
は
、『
商
工
政
策
史
』
の
「
三
九
年
に
輸
出
が
二
倍
化
し
た
」
と
の
見
解
と
原
朗
の
「
は
ら
わ
れ
た
犠
牲
の
割
に
外
貨
獲
得
を
も
た
ら
さ
な
か
っ
た
」

（
原
朗
「
日
中
戦
争
期
の
外
貨
決
済
」（
二
）
東
京
大
学
『
経
済
学
論
集
』
第
三
八
巻
第
二
号
、
一
九
七
二
年
）
と
を
紹
介
し
た
上
で
、
後
者
の
見
解
が
妥
当

と
の
見
方
を
示
し
て
い
る
。
寺
村
泰
前
掲
論
文
、
八
一
頁
〜
八
三
頁
。

（
55
）

高
村
直
助
「
第
五
章
民
需
産
業
」（
前
掲
）
二
一
一
頁
〜
二
一
四
頁
。

（
56
）

綿
糸
の
第
三
国
輸
出
先
は
一
九
三
九
年
に
お
い
て
一
位
英
領
イ
ン
ド
、
二
位
蘭
領
イ
ン
ド
、
三
位
香
港
、
四
位
ビ
ル
マ
、
五
位
チ
リ
で
あ
っ
た
（
数
値
は

大
蔵
省
『
昭
和
十
五
年
日
本
外
国
貿
易
年
表
上
篇
』）。

（
57
）

中
国
は
世
界
有
数
の
綿
花
生
産
国
で
あ
り
、
か
つ
品
質
面
に
お
い
て
も
米
棉
が
普
及
し
て
お
り
、
日
本
紡
績
業
界
は
中
国
綿
花
使
用
に
は
積
極
的
で
あ
っ

た
（
拙
稿
「
日
中
戦
争
期
の
貿
易
構
想
」（
前
掲
）。
し
か
し
、
占
領
地
に
お
け
る
綿
花
増
産
策
は
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
対
日
供
給
量
は
わ
ず
か

な
水
準
に
と
ど
ま
っ
た
。
中
国
綿
花
の
動
向
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
58
）
『
公
文
別
録
内
閣
（
企
画
院
上
申
書
類
）
昭
和
十
五
年
〜
昭
和
十
八
年
第
一
巻
昭
和
十
五
年
』（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）。

（
59
）

企
画
院
「
外
交
転
換
ニ
伴
フ
新
蚕
糸
政
策
要
綱
（
試
案
）」
昭
和
十
五
年
十
月
四
日
（
国
策
研
究
会
文
書
『
農
業
政
策
』
綴
）。

（
60
）

農
林
省
「
蚕
糸
業
管
理
制
度
要
綱
」
昭
和
十
五
年
十
一
月
一
五
日
（
国
策
研
究
会
文
書
『
農
業
政
策
』
綴
）。

（
61
）

大
正
期
か
ら
昭
和
初
期
に
絹
織
物
生
産
か
ら
人
絹
織
物
生
産
に
転
換
し
た
機
業
家
た
ち
は
、
一
九
四
〇
年
、
四
一
年
頃
に
内
需
向
け
の
絹
人
絹
交
織
物
生

産
に
転
換
し
て
い
っ
た
。「
絹
人
絹
交
織
」
と
は
生
糸
（
本
絹
）
と
人
絹
糸
を
用
い
た
交
織
物
で
、
こ
の
現
象
は
人
絹
リ
ン
ク
制
に
対
す
る
忌
避
行
動
と
み
な

す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
福
井
県
『
福
井
県
史

通
史
編
六
近
現
代
二
』（
前
掲
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
62
）
『
福
井
新
聞
』
一
九
四
一
年
七
月
二
四
日
夕
刊
。

＊
本
稿
は
平
成
十
六
年
度
〜
十
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
日
中
戦
争
に
お
け
る
貿
易
に
関
す
る
研
究
」
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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日
中
戦
争
期
の
輸
出
入
リ
ン
ク
制
に
つ
い
て


